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紀
行
文
に
お
け
る
風
景
と
エ
ロ
ス

　
　
　
　
　
　

─
─
森
鷗
外
の
『
独
逸
日
記
』
と
王
韜
の
『
扶
桑
遊
記
』
を
視
野
に
し
て
─
─

李　

勇
華

一　

は
じ
め
に

　

日
本
漢
文
史
に
お
い
て
、
明
治
維
新
以
後
の
一
時
期
は
特
筆
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
幕
末
か
ら
明
治
初
期
に
か
け
て
、
漢
字
廃
止
論
や
漢
学

か
ら
の
離
れ
が
盛
ん
に
唱
え
ら
れ
な
が
ら
、
そ
の
一
方
、
一
八
七
九
年
（
明
治
十
二
年
）
に
「
和
漢
学
の
復
興
」
が
招
来
さ
れ
た
と
い
う
奇
妙
な

現
象
が
起
っ
た
か
ら
で
あ
る
（
１
）。

漢
詩
文
に
限
っ
て
言
う
と
、
正
岡
子
規
が
「
日
本
の
漢
詩
界
を
振
は
し
た
の
も
矢
張
り
後
進
の
青
年
で
あ
つ
て
天

保
臭
気
の
老
詩
人
で
は
な
い
（
２
）」
と
述
べ
た
よ
う
に
、
明
治
漢
詩
は
そ
の
完
成
度
に
お
い
て
、
必
ず
し
も
江
戸
中
後
期
の
漢
詩
に
負
け
は
し
な
い
。

　

漢
学
の
復
興
が
あ
り
え
た
原
因
は
、
明
治
政
府
の
政
策
を
除
き
、
遠
く
は
寛
政
「
異
学
の
禁
」
に
遡
る
こ
と
が
で
き
る
。
日
本
で
は
「
異
学
の

禁
」
を
き
っ
か
け
に
「
諸
藩
の
そ
れ
ら
の
学
問
〈
元
流
〉
は
、〈
昌
平
黌
〉
で
あ
り
、
各
藩
校
教
授
を
通
じ
て
幕
府
の
〈
文
学
〉
が
全
国
に
波
及

し
た
（
３
）」

の
で
あ
る
。
朱
子
学
が
正
学
に
定
め
ら
れ
る
と
同
時
に
、
異
学
は
そ
れ
に
よ
っ
て
排
除
さ
れ
た
ど
こ
ろ
か
、
そ
の
位
置
が
か
え
っ
て
確
保

さ
れ
た
の
で
あ
る
（
４
）。

そ
こ
で
無
視
で
き
な
い
の
は
、
一
八
七
七
年
に
来
日
し
た
清
国
駐
日
本
公
使
館
の
何
如
璋
公
使
と
黄
遵
憲
参
事
官
、
一
八
七

九
年
に
民
間
人
の
身
分
で
日
本
に
来
た
王
韜
、
一
八
八
三
年
に
『
東
瀛
詩
選
』
を
編
纂
し
た
俞
樾
な
ど
の
存
在
で
あ
る
。
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と
こ
ろ
で
黄
遵
憲
、
王
韜
、
俞
樾
ら
の
近
代
中
国
人
が
明
治
十
二
年
の
「
和
漢
学
の
復
興
」
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
っ
た
の
か
は
本
稿
で
は

論
じ
な
い
が
、
黄
遵
憲
と
俞
樾
と
同
じ
よ
う
に
、
明
治
日
本
の
漢
詩
文
の
世
界
に
深
く
か
か
わ
っ
た
王
韜
の
『
扶
桑
遊
記
』
と
森
鷗
外
の
『
独
逸

日
記
』
を
取
り
上
げ
て
、
紀
行
文
と
は
な
に
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
み
た
い
（
５
）。

　

最
近
、
齋
藤
希
史
は
前
後
し
て
『
漢
文
脈
の
近
代
』（
名
古
屋
大
学
出
版
会
・
二
〇
〇
五
年
）、『
漢
文
脈
と
近
代
日
本
』（
日
本
放
送
出
版
協

会
・
二
〇
〇
七
年
）
な
ど
の
著
書
を
出
し
て
、
近
代
東
ア
ジ
ア
の
漢
文
世
界
の
全
体
を
捉
え
直
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
漢
文
脈
と
は
漢
詩
文
を
中

心
に
し
て
の
も
の
で
あ
り
、
た
と
え
ば
森
鷗
外
の
『
航
西
日
記
』
な
ど
の
漢
文
で
綴
っ
た
紀
行
文
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
文
人
の
手
す
さ
び
と
し

て
書
か
れ
た
小
説
は
そ
の
周
縁
的
な
も
の
と
見
な
さ
れ
て
い
た
。

　

さ
ら
に
齋
藤
希
史
の
定
義
を
敷
衍
し
て
み
る
と
漢
文
の
紀
行
文
の
み
な
ら
ず
、
読
み
下
し
体
に
書
き
替
え
ら
れ
た
森
鷗
外
の
『
独
逸
日
記
』
も

漢
文
脈
に
お
い
て
捉
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
定
義
の
下
で
、
本
稿
で
は
細
か
い
相
違
を
問
題
と
せ
ず
、
近
代
中
国
人
の
渡
欧
日
記
、
近
代
日
本

人
の
漢
文
の
渡
欧
日
記
お
よ
び
そ
こ
か
ら
和
文
に
書
き
替
え
ら
れ
た
日
記
と
い
う
三
種
類
の
紀
行
文
を
同
じ
次
元
で
扱
っ
て
み
た
い
。

　

紀
行
あ
る
い
は
紀
行
文
と
い
う
言
葉
は
漢
字
で
表
記
さ
れ
て
は
い
る
が
、
日
本
語
式
の
漢
語
で
あ
り
、
今
日
の
中
国
で
は
あ
ま
り
使
わ
れ
て
い

な
い
。
現
代
中
国
語
で
、
そ
れ
に
当
た
る
言
葉
は
い
く
つ
か
が
あ
る
が
、
遊
記
は
そ
の
な
か
の
ひ
と
つ
で
あ
る
（
６
）。
日
記
は
必
ず
し
も
紀
行
文
の
こ

と
を
意
味
す
る
と
は
限
ら
な
い
が
、
中
国
と
日
本
で
は
古
代
か
ら
日
記
の
体
裁
を
よ
そ
お
っ
て
日
次
に
書
か
れ
た
紀
行
文
が
多
か
っ
た
。
陸
遊
の

『
入
蜀
記
』
や
紀
貫
之
の
『
土
佐
日
記
』
な
ど
が
そ
の
代
表
作
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

　
『
土
佐
日
記
』
は
日
記
の
文
体
に
お
い
て
漢
文
か
ら
和
文
へ
の
転
換
点
に
あ
る
作
品
と
し
て
、
近
代
日
本
で
は
国
民
文
学
の
代
表
作
と
し
て
高

く
評
価
さ
れ
た
が
、
実
は
漢
文
の
テ
ク
ス
ト
か
ら
翻
訳
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
（
７
）。

明
治
時
代
に
入
り
、
た
と
え
ば
森
鷗
外
に
は
前
述
の
『
航
西
日

記
』
と
い
う
漢
文
の
日
記
も
あ
れ
ば
、『
在
徳
記
』
と
い
う
漢
文
の
日
記
か
ら
書
き
替
え
ら
れ
た
『
独
逸
日
記
』
と
い
う
和
文
の
日
記
も
あ
る
。

そ
の
ほ
か
に
、
成
島
柳
北
の
『
航
西
日
乗
』
な
ど
の
漢
文
の
日
記
か
ら
読
み
下
し
体
で
和
文
に
書
き
替
え
ら
れ
た
紀
行
文
が
あ
る
。
近
代
日
本
で

書
か
れ
た
和
文
の
『
航
西
日
乗
』
で
あ
っ
て
も
、
漢
文
の
『
航
西
日
記
』
で
あ
っ
て
も
、
い
ず
れ
も
漢
文
の
テ
ク
ス
ト
に
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
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も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
と
同
種
の
も
の
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
が
近
代
中
国
人
の
渡
欧
日
記
で
あ
る
。

　

そ
の
た
め
に
本
稿
で
は
、
ま
ず
近
代
中
国
人
と
日
本
人
の
渡
欧
日
記
の
関
連
を
簡
単
に
触
れ
て
み
た
い
。
そ
の
次
に
、
梁
啓
超
の
『
夏
威
夷
遊

記
』（
ハ
ワ
イ
遊
記
）
を
通
し
て
間
接
的
に
紀
行
文
と
は
な
に
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
み
る
。
そ
の
上
で
王
韜
の
『
扶
桑
遊
記
』
と
森
鷗
外
の

『
独
逸
日
記
』
に
つ
い
て
分
析
し
て
、
紀
行
文
の
外
見
を
「
散
文
＋
韻
文
」、
そ
の
中
身
を
「
風
景
＋
エ
ロ
ス
」
と
図
式
化
し
て
み
た
い
。
論
の
終

わ
り
に
、
今
日
で
は
近
代
初
期
の
中
国
人
と
日
本
人
の
紀
行
文
か
ら
何
が
考
え
ら
れ
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
触
れ
て
み
る
。

二　

近
代
中
国
人
と
日
本
人
の
渡
欧
日
記

　

近
代
中
国
人
と
日
本
人
の
渡
欧
日
記
を
考
察
す
る
に
は
、
鐘
叔
河
編
の
『
走
向
世
界
叢
書
』
と
久
米
邦
武
編
の
『
米
欧
回
覧
実
記
』
か
ら
始
め

る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
紀
行
文
と
は
な
に
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
際
、
近
代
中
国
人
と
日
本
人
の
渡
欧
日
記
の
全
体
像
よ
り
、
む
し
ろ

近
代
世
界
に
出
会
い
つ
つ
、
前
近
代
と
深
く
か
か
わ
っ
た
、「
保
守
主
義
者
」
と
み
え
た
知
識
人
の
テ
ク
ス
ト
を
分
析
し
た
ほ
う
が
も
っ
と
有
効

だ
と
思
わ
れ
る
。
彼
ら
の
渡
欧
日
記
を
読
み
比
べ
る
と
、
近
代
に
入
っ
て
以
後
、
こ
の
世
か
ら
消
失
し
つ
つ
あ
っ
た
紀
行
文
の
性
格
を
明
確
に
理

解
で
き
る
。

　

一
八
六
六
年
に
欧
州
各
国
の
歴
遊
の
途
に
つ
い
た
斌
椿
は
、
清
政
府
に
よ
っ
て
正
式
に
派
遣
さ
れ
た
最
初
の
知
識
人
で
あ
る
。
翌
年
の
一
八
六

七
年
に
香
港
に
逃
亡
し
た
王
韜
は
、
民
間
人
の
身
分
で
イ
ギ
リ
ス
へ
の
旅
を
始
め
た
。
こ
の
二
人
は
渡
欧
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
『
乘
槎
筆
記
』

『
漫
遊
随
録
』
な
ど
の
紀
行
文
を
残
し
た
。
斌
椿
は
紀
行
文
に
は
漢
詩
を
交
え
な
か
っ
た
が
、
別
に
『
海
国
勝
遊
草
』
と
『
天
外
帰
帆
草
』
と
い

う
漢
詩
集
を
ま
と
め
た
。

　

森
鷗
外
は
ド
イ
ツ
に
行
く
途
中
に
成
島
柳
北
の
『
航
西
日
乗
』
を
座
右
に
お
い
て
漢
文
の
『
航
西
日
記
』
を
綴
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
後
に
ま

た
触
れ
る
が
、『
航
西
日
記
』
の
中
で
香
港
と
い
う
地
名
の
由
来
に
つ
い
て
の
王
韜
の
説
を
弁
駁
し
た
こ
と
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
森
鷗
外
は
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渡
欧
す
る
前
に
欧
米
お
よ
び
イ
ギ
リ
ス
に
占
領
さ
れ
た
香
港
に
関
連
す
る
書
籍
を
網
羅
し
て
読
ん
だ
可
能
性
が
あ
る
。

　

そ
れ
は
と
も
か
く
、
斌
椿
の
『
乘
槎
筆
記
』
が
王
韜
と
成
島
柳
北
に
読
ま
れ
（
８
）、

成
島
柳
北
の
『
航
西
日
乗
』
と
王
韜
の
『
香
港
略
記
』
が
森
鷗

外
に
読
ま
れ
た
と
い
う
こ
と
か
ら
見
れ
ば
、
斌
椿
、
王
韜
、
成
島
柳
北
と
森
鷗
外
の
四
人
の
テ
ク
ス
ト
に
お
い
て
、
ク
リ
ス
テ
ヴ
ァ
が
主
唱
し
た

間
テ
ク
ス
ト
の
問
題
が
歴
然
と
存
在
す
る
。
言
い
換
え
れ
ば
テ
ク
ス
ト
の
受
け
手
に
と
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
近
代
中
国
と
日
本
の
紀
行
文
の
間
に

は
単
に
影
響
関
係
が
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
今
日
の
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
テ
ク
ス
ト
か
ら
様
々
な
こ
と
を
見
出
す
こ
と
が
可
能
な
の

で
あ
る
。
そ
れ
は
近
代
中
国
人
だ
け
の
渡
欧
日
記
、
あ
る
い
は
近
代
日
本
人
だ
け
の
渡
欧
日
記
を
通
し
て
な
か
な
か
到
達
で
き
る
と
こ
ろ
で
は
な

い
。

　

さ
て
、
こ
の
四
人
の
渡
欧
時
期
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
が
、
香
港
か
ら
マ
ル
セ
ー
ユ
ま
で
の
航
路
は
同
じ
で
あ
り
、
お
お
よ
そ
四
十
日
ほ
ど
か

か
っ
た
。
そ
し
て
船
が
サ
イ
ゴ
ン
や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
な
ど
の
港
に
着
く
と
、
石
炭
や
食
用
の
水
な
ど
を
補
充
す
る
。
そ
の
合
間
を
利
用
し
て
、
船

客
が
上
陸
し
て
観
光
し
た
り
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
彼
ら
の
日
記
に
は
似
て
い
る
記
述
が
多
く
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

と
マ
レ
ー
シ
ア
な
ど
の
港
に
は
次
の
よ
う
な
技
を
持
っ
て
い
る
子
供
が
い
た
。

　
　

①
斌
椿
『
乗
槎
筆
記
』

查
新
嘉
坡
古
名
息
力
，
與
麻
六
甲
旧
皆
番
部
，
属
暹
羅
，
今
則
咸
稱
為
新
嘉
坡
。
小
船
刳
木
為
之
，
鋭
其
両
端
。
小
兒
鼓
棹
啁
啾
。
客
皆
以

銀
錢
擲
海
中
，
則
群
躍
沒
入
，
少
頃
握
錢
出
。
蓋
洋
艘
至
，
必
以
此
為
戲
。
故
兒
童
見
舟
，
皆
拍
手
笑
樂
，
如
拾
韓
嫣
彈
丸
也
。
車
制
與
安

南
小
異
，
御
者
亦
皆
麻
六
甲
人
。
肌
黑
如
漆
，
唇
紅
如
血
，
首
纏
紅
花
布
則
皆
同
。（
中
略
）。
歸
舟
，
有
頂
帽
補
服
來
謁
者
，
都
司
職
銜
，

閩
人
陳
鴻
勳
，
貿
易
居
此（
９
）。［

查
ス
ル
ニ
新
嘉
坡
（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
）
ノ
古
名
ハ
息
力
ナ
リ
、
麻
六
甲
（
マ
ラ
ッ
カ
）
ト
与
ニ
旧
ト
皆
番
部

ニ
シ
テ
、
暹
羅
（
シ
ャ
ム
）
ニ
属
シ
、
今
ハ
則
チ
咸
称
シ
テ
新
嘉
坡
ト
為
ス
。
小
船
木
ヲ
刳
リ
テ
之
ヲ
為
ス
、
其
両
端
ヲ
鋭
ク
ス
。
小
兒
棹

ヲ
鼓
シ
テ
啁
啾
シ
テ
、
客
皆
銀
錢
ヲ
以
テ
海
中
ニ
擲
ズ
レ
バ
、
則
チ
群
躍
シ
テ
沒
入
シ
、
シ
バ
ラ
ク
シ
テ
錢
ヲ
握
リ
テ
出
ヅ
。
蓋
シ
洋
艘
至

レ
バ
、
必
ズ
此
ヲ
以
テ
戲
ト
為
ス
。
故
ニ
兒
童
舟
ヲ
見
レ
バ
皆
手
ヲ
拍
チ
テ
笑
樂
シ
、
韓
嫣
ノ
彈
丸
ヲ
拾
フ
ガ
如
シ
。
車
制
ハ
安
南
（
ベ
ト
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ナ
ム
）
ト
小
シ
ク
異
リ
、
御
者
モ
亦
タ
皆
麻
六
甲
人
ナ
リ
。
肌
黑
ク
シ
テ
漆
ノ
如
ク
、
唇
紅
ク
テ
血
ノ
如
シ
。
首
ニ
ハ
紅
花
布
ヲ
纏
ヒ
テ
則

チ
皆
同
ジ
。（
中
略
）。
歸
舟
、
頂
帽
補
服
シ
テ
來
謁
セ
ル
者
有
リ
、
都
司
ノ
職
銜
、
閩
人
陳
鴻
勳
、
貿
易
シ
テ
此
ニ
居
リ
。］

　
　

②
王
韜
『
漫
遊
随
録
』

余
造
舵
樓
，
憑
欄
眺
望
，
見
水
中
拍
浮
者
，
皆
群
小
兒
也
。
齒
白
唇
紅
，
其
肉
黑
幾
如
漆
。
見
客
嬉
笑
乞
錢
。
所
駕
小
舟
，
刳
木
為
之
，
首

尾
兩

，
掉マ
マ

之
如
飛
。
偶
以
兩
足
踏
船
，
翻
身
落
水
中
。
船
亦
隨
覆
，
出
沒
波
浪
中
，
狎
之
如
鷗
鶩
。
洋
客
競
投
以
銀
錢
，
群
于
水
中
捫
得

之
，
高
擎
其
手
，
舉
以
示
客
。
象
罔
求
珠
，
無
此
靈
捷
也
（
（（
（

［
余
舵
樓
ニ
造
リ
、
欄
ニ
憑
リ
テ
眺
望
シ
、
水
中
ニ
拍
浮
セ
ル
者
ヲ
見
ル
、
皆
群

小
兒
ナ
リ
。
齒
白
ク
シ
テ
唇
紅
ク
、
其
ノ
肉
黑
ク
シ
テ
ホ
ト
ン
ド
漆
ノ
如
シ
。
客
ヲ
見
レ
バ
嬉
笑
シ
テ
錢
ヲ
乞
フ
。
駕
ス
ル
所
ノ
小
舟
ハ
木

ヲ
刳
リ
テ
之
ヲ
為
シ
、
首
尾
両

、
之
ヲ
掉
シ
テ
飛
ブ
ガ
如
シ
。
偶
ニ
兩
足
ヲ
以
テ
船
ヲ
踏
ミ
、
翻
身
シ
テ
水
中
ニ
落
ツ
。
船
モ
亦
タ
隨
ヒ

テ
覆
ヘ
リ
、
波
浪
ノ
中
ニ
出
沒
ス
、
之
ニ
狎
レ
ル
コ
ト
鷗
鶩
ノ
如
シ
。
洋
客
競
ヒ
テ
投
ズ
ル
ニ
銀
錢
ヲ
以
テ
ス
レ
バ
、
水
中
ニ
群
シ
テ
之
ヲ

捫
得
シ
テ
、
高
ク
其
ノ
手
ヲ
擎
ゲ
、
舉
ゲ
テ
客
ニ
示
ス
。
象
罔
ニ
珠
ヲ
求
メ
シ
ム
ル
モ
此
ノ
靈
捷
無
キ
也
。］

　
　

③
成
島
柳
北
『
航
西
日
乗
』

六
時
港
ニ
達
ス
赤
道
ヲ
距
ル
一
度
十
七
分
此
港
ハ
新
港
ト
名
ヅ
ク
人
家
多
カ
ラ
ズ
シ
テ
石
炭
庫
多
シ
（
中
略
）
港
内
ノ
児
童
皆
裸
体
ニ
テ
瓜

片
様
ノ
小
舟
ニ
乗
リ
来
タ
ツ
テ
文
具
ノ
類
ヲ
売
ル
客
小
銀
銭
ヲ
水
中
ニ
投
ズ
レ
バ
跳
テ
水
ニ
没
シ
之
ヲ
攫
シ
テ
浮
ブ
蛙
児
ト
也
似
タ
リ
土
人

皆
黒
面
跣
足
ニ
シ
テ
紅
花
布
ヲ
纏
ヒ
半
身
ヲ
露
ハ
ス（

（（
（

 

　
　

④
森
鷗
外
『
航
西
日
記
』

達
星
嘉
坡
。
所
謂
新
港
。
舟
接
埔
頭
。
如
塞
棍
港
。
沿
岸
多
煤
庫
。
有
兒
童
乘
舟
來
。
請
投
銀
錢
於
水
中
。
沒
而
拾
之
。
百
不
失
一
。
舟
狹

而
小
。
如
刳
瓜
。
嶺
南
雜
記
云
。
蛋
戶
入
水
不
沒
。
每
為
客
泅
取
遺
物
。
亦
此
類（

（（
（

。［
星
嘉
坡
（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
）
ニ
達
ス
。
所
謂
新
港
ナ

リ
。
舟
ノ
埔
頭
ニ
接
ス
ル
ハ
、
塞
棍
（
サ
イ
ゴ
ン
）
港
ノ
如
シ
。
沿
岸
ニ
煤
庫
多
シ
。
兒
童
ノ
舟
ニ
乘
リ
テ
来
タ
ル
有
リ
。
銀
錢
ヲ
水
中
ニ

投
ゼ
ン
コ
ト
ヲ
請
フ
。
沒
シ
テ
之
ヲ
拾
フ
。
百
ニ
一
モ
失
ハ
ズ
。
舟
ハ
狹
ク
テ
小
サ
ク
、
刳
瓜
ノ
如
シ
。
嶺
南
雜
記
云
フ
、
蛋
戶
水
ニ
入
リ
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テ
沒
セ
ズ
。
毎
ニ
客
ノ
為
ニ
泅
ギ
デ
遺
物
ヲ
取
ル
ト
。
亦
タ
此
ノ
類
ナ
リ
。］

　

右
の
引
用
に
は
成
島
柳
北
だ
け
は
漢
文
の
読
み
下
し
体
で
文
章
を
綴
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
簡
単
に
漢
文
へ
復
元
で
き
る
。
た
と

え
ば
「
六
時
達
港
。
距
赤
道
一
度
十
七
分
。
此
港
名
新
港
。
人
家
不
多
。
多
石
炭
庫
」
云
々
。
森
鷗
外
の
『
独
逸
日
記
』
も
そ
う
で
あ
る
が
、
成

島
柳
北
の
紀
行
文
が
簡
単
に
漢
文
に
復
元
で
き
る
の
は
文
章
に
四
字
成
句
が
多
く
使
わ
れ
て
い
る
の
が
一
因
で
あ
る
。

　

そ
れ
は
さ
て
お
き
、
右
の
引
用
で
は
船
の
こ
と
を
描
く
の
に
用
い
ら
れ
た
動
詞
「
刳
」
が
際
立
っ
て
い
る
。
成
島
柳
北
だ
け
は
こ
の
言
葉
を
使

わ
ず
、
そ
の
代
わ
り
に
「
瓜
片
様
」
で
船
を
表
現
し
た
。
森
鷗
外
の
文
章
に
は
動
詞
の
「
刳
」
と
船
を
形
容
す
る
「
瓜
」
の
い
ず
れ
も
使
わ
れ
て

い
る
。

　

言
葉
遣
い
に
つ
い
て
前
述
の
通
り
で
あ
る
が
、
斌
椿
と
王
韜
は
「
韓
嫣
彈
丸
」「
象
罔
求
珠
」
な
ど
の
古
典
を
も
っ
て
子
供
の
技
を
喩
え
、
そ

れ
に
対
し
て
成
島
柳
北
は
簡
単
に
「
蛙
児
」
と
い
う
分
り
や
す
い
言
葉
で
子
供
の
こ
と
を
形
容
し
た
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
三
人
と
違
っ
て
、
森
鷗

外
は
『
嶺
南
雑
記
』
と
い
う
資
料
を
も
っ
て
客
観
的
に
こ
の
よ
う
な
子
供
の
歴
史
的
由
来
を
説
明
し
た
。
こ
の
説
明
を
裏
付
け
る
の
は
引
用
文
の

②
で
あ
る
。
先
ほ
ど
の
引
用
で
は
王
韜
だ
け
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
な
く
槟
榔
嶼
（
マ
レ
ー
シ
ア
）
の
風
景
を
記
述
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
当

時
潜
水
し
て
小
銭
を
拾
う
と
い
う
技
を
持
っ
て
い
る
子
供
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
だ
け
で
見
ら
れ
る
風
景
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
分
る
。

　

漢
文
の
文
章
は
古
典
の
使
用
に
よ
っ
て
文
章
の
綾
が
倍
増
さ
れ
、
文
章
の
格
調
が
高
く
な
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
現
実
を

直
視
し
て
の
分
析
を
怠
り
、
書
き
手
の
恣
意
的
な
発
想
を
放
縦
さ
せ
る
お
そ
れ
が
あ
る（

（（
（

。
と
こ
ろ
が
森
鷗
外
が
批
判
的
に
中
国
人
の
漢
文
テ
ク
ス

ト
を
読
む
こ
と
が
で
き
た
の
は
単
に
彼
が
近
代
科
学
者
の
眼
力
を
持
っ
て
い
た
だ
け
で
は
な
く
、
欧
米
の
語
学
力
に
も
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
香
港
と
い
う
地
名
の
由
来
を
め
ぐ
っ
て
森
鷗
外
と
王
韜
の
説
明
の
違
い
を
見
て
み
よ
う
。

　

王
韜
は
一
八
六
二
年
（
同
治
元
年
）
十
月
十
一
日
、
上
海
か
ら
香
港
に
避
難
し
て
き
て
、
そ
の
三
年
後
に
『
香
港
略
論
』
と
い
う
文
章
を
綴
っ

た
。

山
上
多
澗
溪
，
名
泉
噴
溢
，
活
活
声
盈
耳
，
味
甘
冽
異
常
。
香
港
之
名
或
以
此
歟（

（（
（

。［
山
上
ニ
澗
溪
多
ク
、
名
泉
噴
溢
シ
、
活
活
タ
ル
声
ハ
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耳
ニ
盈
チ
、
味
ハ
甘
冽
ニ
シ
テ
常
ト
異
ナ
ル
。
香
港
ノ
名
ハ
或
イ
ハ
此
レ
ヲ
以
テ
ス
ル
歟
。］

香
港
の
歴
史
を
紹
介
す
る
文
章
で
香
港
の
清
冽
な
水
に
触
れ
た
王
韜
は
、
香
港
の
盗
賊
、
蛋
民
の
こ
と
を
よ
く
知
っ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

香
港
と
い
う
地
名
に
つ
い
て
の
説
明
は
あ
く
ま
で
も
「
香
」
と
い
う
字
面
に
止
ま
り
、
い
わ
ゆ
る
「
望
文
生
義
」
の
そ
し
り
を
免
れ
が
た
い
。

こ
れ
に
対
し
、
森
鷗
外
は
『
航
西
日
記
』
で
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
か
ら
香
港
と
い
う
地
名
の
由
来
を
説
明
し
な
が
ら
王
韜
の
説
を
弁
駁
し
た
。

盖
香
港
之
名
。
原
出
葡
語
。
盜
賊
之
義
。
清
人
填
以
今
字
。
王
紫
詮
曰
。
山
上
多
泉
。
甘
冽
異
常
。
香
港
之
名
或
以
是
歟
。
紫
詮
不
識
葡

語
。
故
有
此
說（

（（
（

。［
盖
シ
香
港
ノ
名
ハ
、
原
葡
語
ヨ
リ
出
ヅ
。
盜
賊
ノ
義
ナ
リ
。
清
人
今
ノ
字
ヲ
以
テ
填
ス
。
王
紫
詮
曰
ク
、
山
上
ニ
泉
多

ク
、
甘
冽
ニ
シ
テ
常
ト
異
ナ
リ
、
香
港
ノ
名
、
或
イ
ハ
是
ヲ
以
テ
ス
ル
歟
ト
。
紫
詮
ハ
葡
語
ヲ
識
ラ
ズ
、
故
ニ
此
ノ
說
有
リ
。］

　

森
鷗
外
の
指
摘
は
ま
さ
に
肯
綮
に
あ
た
り
、
ア
ヘ
ン
戦
争
以
後
の
中
国
の
近
代
化
の
ア
キ
レ
ス
腱
を
浮
き
彫
り
に
し
て
い
る
。
と
い
う
の
は
ア

ヘ
ン
戦
争
以
後
、
中
国
人
は
日
本
人
よ
り
早
く
西
洋
に
出
会
っ
た
し
、
早
く
渡
欧
し
た
が
、
全
体
的
に
い
う
と
日
本
人
ほ
ど
西
洋
の
言
葉
を
積
極

的
に
学
ば
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
王
韜
お
よ
び
王
韜
よ
り
早
く
宣
教
師
に
雇
わ
れ
た
中
国
人
は
殆
ど
の
時
間

を
宣
教
師
の
翻
訳
を
添
削
す
る
た
め
に
費
や
し
た
が
、『
タ
ー
ヘ
ル
・
ア
ナ
ト
ミ
ア
』
を
訳
し
た
杉
田
玄
白
た
ち
の
よ
う
に
完
全
に
西
洋
の
言
葉

か
ら
翻
訳
を
行
な
う
こ
と
は
彼
ら
の
手
に
よ
っ
て
は
な
さ
れ
な
か
っ
た
。
王
韜
を
含
め
て
、
宣
教
師
と
共
に
一
緒
に
バ
イ
ブ
ル
な
ど
を
翻
訳
し
た

中
国
人
は
あ
く
ま
で
も
脇
役
の
よ
う
な
存
在
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

　

そ
れ
は
と
も
か
く
、
近
代
中
国
人
の
渡
欧
日
記
が
成
島
柳
北
や
森
鷗
外
な
ど
の
近
代
日
本
人
に
読
ま
れ
、
渡
欧
日
記
を
記
す
と
き
に
参
考
と
さ

れ
た
可
能
性
は
否
め
な
い
が
、
森
鷗
外
の
よ
う
に
、
近
代
科
学
、
西
洋
の
語
学
な
ど
の
角
度
か
ら
批
判
的
に
読
ま
れ
た
こ
と
を
見
逃
し
て
は
な
ら

な
い
。
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三　

梁
啓
超
の
『
夏
威
夷
遊
記
』

　

梁
啓
超
に
と
っ
て
、
王
韜
た
ち
の
渡
欧
日
記
に
は
因
襲
と
と
も
に
擯
斥
さ
れ
る
も
の
が
あ
ま
り
に
も
多
か
っ
た
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
王

韜
と
同
じ
く
、
梁
啓
超
も
近
代
中
国
の
知
識
人
と
し
て
早
く
に
欧
米
を
歴
遊
し
た
が
、
彼
が
残
し
た
『
夏
威
夷
遊
記
』
と
『
新
大
陸
遊
記
』
は
斌

椿
や
王
韜
の
欧
遊
日
記
と
は
随
分
性
格
が
異
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
間
接
的
に
従
来
の
紀
行
文
と
は
な
に
か
と
い
う
こ
と
が
理
解
で

き
る
。
で
は
、
梁
啓
超
の
『
夏
威
夷
遊
記
』
に
あ
る
一
段
を
見
て
み
よ
う
。

昔
賢
旅
行
，
皆
有
日
記
。
因
效
其
体
，
每
日
所
見
所
聞
所
行
所
感
，
夕
則
記
之
，
名
曰
『
汗
漫
錄
』，
又
名
曰
『
半
九
十
錄
』。
以
之
自
証
，

且
貽
同
志
云
。
其
詞
蕪
，
其
事
雜
，
日
記
之
体
宜
然
也（

（（
（

。［
昔
賢
ノ
旅
行
ニ
ハ
、
皆
日
記
有
リ
。
因
リ
テ
其
ノ
体
ニ
效
ヒ
、
每
日
ノ
見
ル

所
、
聞
ク
所
、
行
ク
所
、
感
ジ
ル
所
ヲ
、
夕
ベ
ニ
ハ
則
チ
記
ス
。
名
ヅ
ケ
テ
『
汗
漫
錄
』
ト
曰
フ
、
又
タ
名
ヅ
ケ
テ
『
半
九
十
錄
』
ト
曰

フ
。
之
ヲ
以
テ
自
ラ
証
シ
、
且
ツ
同
志
ニ
貽
ル
ト
云
々
。
其
ノ
詞
ハ
蕪
、
其
ノ
事
ハ
雜
、
日
記
ノ
体
ハ
宜
シ
ク
然
ル
ベ
キ
也
。］

　

右
の
引
用
に
よ
る
と
、
中
国
で
は
古
代
か
ら
殆
ど
の
紀
行
文
は
日
記
を
装
っ
て
書
い
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
の
み
な
ら
ず
、
旅
に
よ
っ
て
残

し
た
日
記
は
「
自
証
」（
備
忘
録
）
と
し
て
使
わ
れ
る
場
合
も
あ
れ
ば
、
お
土
産
物
と
し
て
同
好
の
士
に
贈
ら
れ
る
場
合
も
あ
る
。
八
股
文
な
ど

に
比
べ
、
使
う
言
葉
お
よ
び
記
述
さ
れ
た
内
容
が
蕪
雑
な
の
で
日
記
と
い
う
体
裁
を
取
る
の
が
適
当
で
あ
る
。
日
記
で
は
、
書
き
手
は
八
股
文
と

比
べ
比
較
的
自
由
に
書
く
こ
と
が
で
き
、
形
式
や
ル
ー
ル
な
ど
を
重
ん
じ
る
作
文
よ
り
、
日
記
の
方
が
書
き
手
の
個
性
が
見
え
る
の
で
あ
る
。

「
五
四
運
動
」
の
巨
匠
で
あ
る
周
作
人
が
明
清
知
識
人
の
日
記
、
日
記
の
体
裁
を
と
っ
た
紀
行
文
を
集
め
た
の
は
、
日
記
に
記
載
さ
れ
て
い
る

「
瑣
屑
」
な
内
容
に
こ
そ
書
き
手
の
個
性
が
よ
く
表
わ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
周
作
人
に
言
わ
せ
る
と
、
日
記
に
は
「
做
作
」（
作
為
的
で
、
不

自
然
で
あ
る
）
の
要
素
が
薄
い
の
で
あ
る（

（（
（

。

　

梁
啓
超
は
『
夏
威
夷
遊
記
』
に
、
一
八
九
九
年
十
二
月
か
ら
一
九
〇
〇
年
一
月
一
〇
日
ま
で
の
日
々
の
出
来
事
を
記
し
た
が
、
以
下
の
二
点
に

お
い
て
、
従
来
の
紀
行
文
に
異
を
唱
え
た
。
一
つ
は
紀
行
文
に
漢
詩
を
交
え
る
形
を
や
め
た
こ
と
で
あ
る
。
理
由
は
紀
行
文
に
交
え
た
漢
詩
は
月



紀行文における風景とエロス

— 119 —

並
み
な
も
の
が
多
く
、
あ
く
ま
で
も
「
鸚
鵡
名
士
」
の
遊
び
に
過
ぎ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
漢
詩
に
は
作
為
的
な
と
こ
ろ
が
多
く
、
個

性
を
表
す
と
こ
ろ
が
少
な
い
と
い
う
こ
と
が
推
測
で
き
よ
う
。

　

い
う
ま
で
も
な
く
、
梁
啓
超
の
趣
意
は
漢
詩
そ
の
も
の
を
完
全
に
排
斥
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
そ
れ
に
よ
っ
て
新
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
漢
詩
と

は
な
に
か
問
う
て
、「
詩
界
革
命
」
を
引
き
起
こ
す
こ
と
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
漢
詩
を
作
る
に
は
「
新
意
境
」、「
新
語
句
」
そ
し
て
古
人
の

「
風
格
」
と
い
う
三
つ
の
条
件
が
揃
わ
な
け
れ
ば
「
詩
界
革
命
」
は
出
来
な
い
と
、
梁
啓
超
は
『
夏
威
夷
遊
記
』
に
述
べ
て
い
る
。
宋
と
明
の
詩

人
は
印
度
仏
教
の
「
意
境
」
と
「
語
句
」
を
詩
に
取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
詩
界
革
命
」
が
出
来
た
が
、
今
日
の
詩
人
は
「
新
意
境
」
と

「
新
語
句
」
を
日
本
や
欧
米
諸
国
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
こ
そ
詩
人
の
詩
で
あ
り
、
そ
れ
が
で
き
る
詩
人
は
詩
王
の
称
号
を
も
ら
え
る

と
梁
啓
超
は
力
説
し
て
い
る（

（（
（

。
そ
し
て
新
時
代
の
詩
人
と
し
て
梁
啓
超
に
よ
っ
て
高
く
評
価
さ
れ
た
の
が
黄
遵
憲
で
あ
る
。

　

梁
啓
超
は
ま
た
、
紀
行
文
に
風
景
の
記
述
を
す
る
こ
と
に
反
対
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
梁
啓
超
は
ア
メ
リ
カ
を
回
っ
た
『
新
大
陸
遊

記
節
録
』
に
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

中
国
前
此
遊
記
，
多
紀
風
景
之
佳
奇
，
或
陳
宮
室
之
華
麗
，
無
関
宏
旨
，
徒
災
棗
梨
，
本
編
原
稿
中
亦
所
不
免
。
今
悉
刪
去
，
無
取
耗
人
目

力
，
惟
歷
史
上
有
関
係
之
地
特
詳
焉（

（（
（

。［
中
国
ノ
此
レ
ニ
前
ツ
遊
記
ハ
、
多
ク
風
景
ノ
佳
奇
ナ
ル
ヲ
紀
シ
、
或
イ
ハ
宮
室
ノ
華
麗
ナ
ル
ヲ
陳

ベ
、
宏
旨
ニ
関
セ
ズ
、
徒
ラ
ニ
棗
梨
ニ
災
フ
。
本
編
ノ
原
稿
中
ニ
モ
亦
タ
免
レ
ザ
ル
所
ア
リ
。
今
ハ
悉
ク
刪
去
シ
、
人
ノ
目
力
ヲ
耗
ス
ヲ
取

ラ
ズ
。
惟
ダ
歷
史
上
ニ
関
係
ア
ル
ノ
地
ノ
ミ
特
ニ
詳
カ
ニ
ス
。］

  

梁
啓
超
に
よ
っ
て
公
開
さ
れ
た
の
は
原
稿
の
『
新
大
陸
遊
記
』
で
は
な
く
、
そ
の
節
録
な
の
で
あ
る
。
彼
自
身
が
言
っ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の

遊
記
を
公
開
す
る
際
に
、
原
稿
に
あ
る
風
景
の
記
述
を
悉
く
削
除
し
た
の
で
あ
る
。
梁
啓
超
を
含
め
、
胡
適
な
ど
の
近
代
知
識
人
は
公
の
場
合
で

は
白
話
文
を
唱
え
な
が
ら
、
私
の
日
記
や
手
紙
の
な
ど
を
記
す
と
き
、
依
然
と
し
て
古
典
中
国
語
を
使
っ
て
い
る
。
近
代
に
入
っ
て
以
降
、
こ
の

よ
う
な
知
識
人
に
と
っ
て
は
〈
公
〉
と
〈
私
〉
の
鬩
ぎ
あ
い
、〈
公
〉
か
ら
〈
私
〉
へ
の
シ
フ
ト
、
あ
る
い
は
〈
私
〉
か
ら
〈
公
〉
へ
の
シ
フ
ト

な
ど
の
問
題
を
見
逃
す
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
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ま
た
、
梁
啓
超
は
公
開
さ
れ
た
『
新
大
陸
遊
記
節
録
』
の
な
か
に
漢
詩
を
入
れ
よ
う
と
し
な
か
っ
た
の
み
な
ら
ず
、
漢
詩
を
作
る
こ
と
そ
の
も

の
に
も
抵
抗
し
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
普
段
は
あ
ま
り
漢
詩
を
作
ら
な
い
彼
は
、
横
浜
を
離
れ
て
ま
だ
日
が
浅
い
う
ち
に
三
十
首
ほ
ど
の
漢

詩
を
作
っ
た
。
こ
の
こ
と
に
梁
啓
超
は
自
責
の
念
を
抱
き
、「
鸚
鵡
名
士
」
に
な
ら
な
い
よ
う
に
「
戒
詩
」
を
誓
う
に
至
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
梁
啓
超
の
紀
行
文
、
厳
密
に
い
え
ば
公
に
向
っ
て
公
開
さ
れ
た
紀
行
文
に
よ
っ
て
、
従
来
の
紀
行
文
の
特
徴
が
間
接
的
に
理
解

で
き
る
。
つ
ま
り
、
紀
行
文
と
は
外
見
と
し
て
は
散
文
に
漢
詩
を
交
え
る
も
の
で
あ
り
、
内
実
と
し
て
は
風
景
を
記
述
す
る
も
の
で
あ
っ
た
の
で

あ
る
。

四　
『
扶
桑
遊
記
』
に
つ
い
て
の
評
価

　

一
八
七
九
年
に
来
日
し
た
王
韜
は
、
日
本
に
来
た
最
初
の
中
国
文
人
と
し
て
中
村
正
直
た
ち
に
褒
め
そ
や
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
旅
を
記
し

た
『
扶
桑
遊
記
』
が
、
い
ち
早
く
栗
本
鋤
雲
に
よ
っ
て
報
知
社
か
ら
出
版
さ
れ
た
。
た
だ
し
王
韜
自
身
の
話
に
よ
る
と
「
海
防
、
兵
政
、
軍
艦
、

営
塁
」
な
ど
の
内
容
は
悉
く
削
除
さ
れ
、「
載
酒
看
花
」
の
内
容
さ
え
沈
梅
史
に
よ
っ
て
縮
め
ら
れ
た
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
た
め
に
、
い
つ
の
日

か
再
刊
し
よ
う
と
考
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る（

（（
（

。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
報
知
社
版
の
『
扶
桑
遊
記
』
に
は
エ
ロ
ス
に
関
連
す
る
内
容
が
あ
ま
り
に
も
多
い
。
東
京
に
い
る
間
、
王
韜
は
ほ
ぼ
毎
日
旧

幕
府
に
関
係
の
深
か
か
っ
た
知
識
人
の
設
け
て
く
れ
た
宴
会
に
参
加
し
、
漢
詩
の
唱
和
を
し
た
り
し
て
忙
し
い
日
々
を
送
っ
た
。
そ
し
て
、
ほ
ぼ

毎
晩
妓
楼
に
遊
ん
で
、
遊
女
と
一
緒
に
送
る
夜
が
多
か
っ
た
。

　

中
国
近
代
史
に
お
い
て
王
韜
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
人
物
で
あ
る
が
、
黄
遵
憲
な
ど
に
比
べ
、
あ
ま
り
研
究
さ
れ
て
い
な
い
。『
扶
桑
遊
記
』

に
つ
い
て
も
研
究
は
多
く
な
い
が
、
そ
れ
は
同
書
に
は
エ
ロ
ス
に
関
す
る
内
容
が
あ
ま
り
に
も
多
く
記
述
さ
れ
た
た
め
、
一
部
の
読
者
の
失
望
を

招
来
し
た
こ
と
に
よ
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
書
物
に
つ
い
て
早
く
、
し
か
も
詳
細
に
分
析
し
た
の
は
木
下
彪
の
『
明
治
詩
話
』
で
あ
ろ
う
。
し
か
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し
そ
の
研
究
の
趣
旨
は
、『
扶
桑
遊
記
』
そ
の
も
の
を
研
究
す
る
と
い
う
よ
り
は
、
そ
れ
を
通
し
て
明
治
社
会
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に

あ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
紀
行
文
と
し
て
の
『
扶
桑
遊
記
』
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
、
木
下
の
研
究
は
大
い
に
参
考
と
な
る
。
木
下
か
ら
み
れ
ば
、
王
韜
と

日
本
人
と
の
漢
詩
唱
和
は
さ
ほ
ど
高
く
評
価
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
王
韜
の
好
色
に
は
直
接
に
ふ
れ
て
は
い
な
い
が
、
そ
れ
を
仄
め
か
し

て
「
其
の
人
物
に
至
り
て
は
固
よ
り
道
ふ
に
足
ら
ず
」
と
断
言
し
て
い
る
。
木
下
に
と
っ
て
評
価
で
き
る
の
は
『
普
法
戦
記
』
の
作
者
と
し
て
の

王
韜
で
あ
り
、
積
極
的
に
黄
遵
憲
の
『
日
本
雑
事
詩
』
を
出
版
し
て
新
学
を
鼓
吹
し
た
王
韜
で
あ
る
。
結
局
、
木
下
は
「
王
紫
詮
之
繙
繹
事
業
、

無
精
神
無
条
理
、
毫
無
足
称
道
者
」［
王
紫
詮
ノ
繙
繹
事
業
ハ
、
精
神
無
ク
条
理
無
シ
、
毫
モ
称
道
ス
ル
ニ
足
ル
者
無
シ
］
と
い
う
梁
啓
超
の
酷

評
を
引
い
て
論
を
締
め
く
く
っ
た（

（（
（

。P.A
.Cohen

の
研
究
で
は
王
韜
を
「
沿
海
型
改
革
家
」（Littoral reform

ers

）
と
し
て
再
評
価
し
た
が
、

「
新
学
」
と
い
う
欧
米
を
基
準
に
し
て
の
見
方
は
か
つ
て
の
ま
ま
で
あ
る（

（（
（

。

　

勿
論
、
こ
こ
で
あ
え
て
『
扶
桑
遊
記
』
を
取
り
上
げ
て
好
色
の
王
韜
、
晩
年
に
ア
ヘ
ン
を
飲
ん
で
い
た
王
韜
を
評
価
す
る
つ
も
り
は
全
く
な

い
。
あ
く
ま
で
も
『
扶
桑
遊
記
』
を
通
し
て
紀
行
文
と
は
何
か
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
内
実
と
し
て
風
景
の
ほ
か
に
エ
ロ
ス
に
も
深
く
か
か
わ
っ

て
い
る
こ
と
を
示
す
た
め
で
あ
る
。
そ
れ
の
み
な
ら
ず
、
風
景
と
エ
ロ
ス
を
視
角
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
王
韜
の
旅
の
全
体
お
よ
び
『
扶
桑
遊

記
』
の
構
造
が
は
っ
き
り
と
見
え
て
く
る
。

　

王
韜
は
一
八
七
九
年
閏
三
月
九
日
（
陰
暦
、
以
下
も
同
じ
）
に
上
海
を
離
れ
て
日
本
へ
の
旅
に
立
っ
た
。
十
二
日
に
長
崎
、
十
四
日
に
神
戸
、

十
七
日
に
大
阪
、
二
十
日
に
京
都
、
三
月
の
二
十
五
日
に
横
浜
に
着
い
た
。
こ
の
日
か
ら
王
韜
と
日
本
知
識
人
の
漢
詩
唱
和
が
始
ま
っ
た
の
で
あ

る
。
先
ほ
ど
触
れ
た
よ
う
に
、
そ
の
な
か
に
旧
幕
府
に
勤
め
た
人
が
多
く
、
明
治
時
代
に
入
っ
て
以
後
、
失
意
の
文
人
と
な
り
、
王
韜
の
悲
運
に

通
じ
る
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
。
失
意
の
心
を
慰
め
る
た
め
に
、
酒
色
の
生
活
を
求
め
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

王
韜
の
東
京
で
の
日
々
の
生
活
は
酒
、
風
景
と
エ
ロ
ス
か
ら
な
る
三
位
一
体
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
王
韜
の
早
期
の

日
記
を
紐
解
く
と
分
る
が
、
彼
は
若
い
頃
か
ら
さ
か
ん
に
「
校
書
」
を
訪
れ
た
り
、
酒
を
飲
ん
だ
り
し
て
い
た
。
そ
れ
に
「
啜
茗
」
を
加
え
る
こ
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と
が
で
き
る
。
王
韜
は
東
京
で
増
田
貢
に
「
好
酒
好
花
兼
好
色
，
能
書
能
畫
又
能
詩
」
と
い
う
漢
詩
を
贈
っ
た
が（

（（
（

、 

好
色
に
お
い
て
決
し
て
増
田

貢
に
劣
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
彼
は
人
に
人
柄
を
疑
わ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。

知
命
之
年
尚
復
好
色
，
歯
高
而
興
不
衰
，
豈
中
土
名
士
從
無
不
跌
宕
風
流
者
乎
？
［
知
命
ノ
年
尚
復
タ
好
色
、
歯
高
ク
シ
テ
興
衰
ヘ
ズ
。
豈

中
土
ノ
名
士
ハ
從
テ
跌
宕
風
流
ナ
ラ
ザ
ル
者
無
カ
ラ
ン
乎
？
］

　

と
聞
か
れ
る
と
、
王
韜
は
信
陵
君
、『
国
風
』、『
離
騒
』
な
ど
の
歴
史
上
の
例
を
並
べ
て
こ
の
よ
う
に
自
己
を
弁
護
し
た
。

嗜
酒
好
色
，
乃
所
以
率
性
而
行
，
流
露
天
真
也
。
如
欲
矯
形
飾
節
，
以
求
悅
於
庸
流
，
吾
弗
為
也
。（
中
略
）
世
但
知
不
好
色
之
偽
君
子
，

而
不
知
好
色
之
真
豪
傑
，
此
真
常
人
之
見
哉（

（（
（

。［
酒
ヲ
嗜
ミ
色
ヲ
好
ム
ハ
、
乃
チ
性
ニ
率
ヒ
テ
行
ヒ
、
天
真
ノ
流
露
ス
ル
所
以
ナ
リ
。
形
ヲ

矯
メ
テ
節
ヲ
飾
リ
、
以
テ
庸
流
ニ
悅
ヲ
求
メ
ン
ト
欲
ス
ル
ガ
如
キ
ハ
、
吾
ノ
為
サ
ザ
ル
コ
ト
也
。（
中
略
）
世
ハ
但
ダ
好
色
ナ
ラ
ザ
ル
ノ
偽

君
子
タ
ル
ヲ
知
ル
ノ
ミ
ニ
シ
テ
、
好
色
ノ
真
豪
傑
タ
ル
ヲ
知
ラ
ズ
、
此
レ
真
ニ
常
人
ノ
見
ナ
ル
カ
ナ
。］

た
し
か
に
自
分
の
酒
色
に
沈
湎
す
る
生
活
を
そ
の
ま
ま
認
め
る
の
は
偽
善
と
は
い
え
な
い
が
、
し
か
し
そ
れ
を
天
真
の
流
露
と
し
て
、
そ
の
ま
ま

評
価
さ
れ
る
か
ど
う
か
は
疑
問
で
あ
る
。
そ
う
す
る
な
ら
ば
欲
望
の
氾
濫
を
招
来
す
る
の
は
必
至
で
あ
ろ
う
。
王
韜
の
好
色
は
個
人
生
活
の
問
題

な
の
で
、
こ
れ
以
上
立
ち
入
ら
な
い
。
し
か
し
、『
扶
桑
遊
記
』
と
い
う
紀
行
文
に
お
い
て
エ
ロ
ス
は
重
大
な
要
素
の
一
つ
で
あ
り
、
そ
れ
が
具

体
的
に
ど
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
た
の
か
は
問
題
に
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

五　
『
扶
桑
遊
記
』
の
エ
ロ
ス

　

報
知
社
版
の
『
扶
桑
遊
記
』
は
上
中
下
と
い
う
三
巻
か
ら
な
っ
て
い
る
。
地
域
的
に
は
大
体
長
崎―

横
浜
、
東
京
、
日
光
に
分
け
ら
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
上
巻
、
中
巻
、
下
巻
に
当
た
る
。
尚
、
記
述
さ
れ
た
内
容
か
ら
み
る
と
、
三
つ
の
地
域
は
主
と
し
て
エ
ロ
ス
、
風
景
と
エ
ロ
ス
、
風
景
と
の

よ
う
に
整
理
で
き
る
。
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江
戸
中
後
期
に
流
行
し
て
い
た
文
人
趣
味
は
さ
る
こ
と
な
が
ら（

（（
（

、
風
景
と
エ
ロ
ス
の
揃
っ
て
い
る
旅
は
文
人
に
と
っ
て
あ
こ
が
れ
の
世
界
で
あ

る
。
王
韜
は
文
人
と
し
て
、
旅
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
を
東
京
で
迎
え
た
と
言
っ
て
も
差
し
支
え
な
い
。
そ
れ
に
つ
い
て
王
韜
が
長
崎
に
い
る
余
元

眉
に
寄
せ
た
手
紙
を
見
て
み
よ
う
。

日
本
文
士
來
訪
者
，
戶
外
屐
滿
。
樽
罍
之
開
，
敦
槃
之
會
，
無
日
無
之
。
或
有
時
追
陪
兩
星
使
後
，
賦
詩
言
志
，
東
遊
之
作
，
頗
有
豪
氣
。

日
本
諸
文
士
皆
乞
留
兩
閱
月
，
願
作
東
道
主
，
行
李
或
匱
，
供
其
困
乏
。
日
在
花
天
酒
地
中
作
活
，
幾
不
知
有
人
世
事（

（（
（

。［
日
本
文
士
ノ
來

訪
セ
シ
者
ハ
、
戶
外
ニ
屐
滿
チ
タ
リ
。
樽
罍
ノ
開
、
敦
槃
ノ
會
、
コ
レ
無
キ
日
ハ
無
シ
。
或
イ
ハ
時
ニ
兩
星
使
ノ
後
ニ
追
陪
シ
、
詩
ヲ
賦
シ

志
ヲ
言
フ
有
リ
。
東
遊
ノ
作
ハ
頗
ル
豪
氣
有
リ
。
日
本
ノ
諸
文
士
ハ
皆
兩
閱
月
留
ル
コ
ト
ヲ
乞
ヒ
、
東
道
主
ト
作
ル
コ
ト
ヲ
願
ヒ
、
行
李
或

イ
ハ
匱
シ
ケ
レ
バ
、
其
ノ
困
乏
ニ
供
ス
。
日
々
花
天
酒
地
ノ
中
ニ
在
リ
テ
活
ヲ
作
シ
。
幾
ド
人
世
ノ
事
有
ル
ヲ
知
ラ
ズ
。］

　
「
花
天
酒
地
」
と
い
う
言
葉
が
如
実
に
物
語
っ
て
い
る
よ
う
に
、
東
京
に
い
る
王
韜
の
日
々
は
酒
色
に
沈
湎
す
る
生
活
で
終
わ
っ
た
。
畢
竟
、

こ
の
よ
う
な
生
活
は
日
常
生
活
と
か
け
離
れ
る
の
で
、
人
に
夢
う
つ
つ
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
一
旦
長
く
な
る
と
人
に
無
常
の
念
を
生
じ

さ
せ
て
し
ま
う
。
そ
れ
で
王
韜
は
こ
の
手
紙
の
な
か
に
続
け
て
「
此
來
深
入
花
叢
中
，
而
反
如
見
慣
司
空
，
味
同
嚼
蠟
。
釋
迦
牟
尼
大
徹
大
悟
」

［
此
ニ
來
タ
リ
テ
花
叢
ノ
中
ニ
深
入
シ
、
而
シ
テ
反
テ
見
慣
司
空
ノ
如
ク
、
味
ハ
蠟
ヲ
嚼
ム
ニ
同
ジ
。
釋
迦
牟
尼
ノ
大
徹
大
悟
ナ
リ
］
と
し
た
た

め
、
東
京
を
離
れ
て
故
郷
に
帰
り
た
い
気
持
ち
を
余
元
眉
に
披
露
し
た
。

　

さ
て
『
扶
桑
遊
記
』
で
は
、
東
京
の
「
花
天
酒
地
」
と
い
う
風
景
と
エ
ロ
ス
が
揃
っ
て
い
る
生
活
が
具
体
的
に
漢
詩
に
よ
っ
て
詠
ま
れ
て
い

る
。
代
表
的
な
例
と
し
て
隅
田
川
を
詠
む
「
墨
川
之
水
清
且
漣
、
墨
川
之
姝
嬌
且
妍
」［
墨
川
之
水
ハ
清
ナ
リ
且
ツ
漣
ナ
リ
、
墨
川
之
姝
ハ
嬌
ナ

リ
且
ツ
妍
ナ
リ
］
と
い
う
一
句
を
挙
げ
ら
れ
る（

（（
（

。
こ
の
背
景
の
な
か
で
王
韜
は
『
芳
原
新
詠
十
二
首
』
を
作
っ
た
。

『
扶
桑
遊
記
』
で
は
殆
ど
の
漢
詩
は
唱
和
の
作
と
し
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、『
芳
原
新
詠
十
二
首
』
は
そ
れ
と
異
な
っ
て
、
王
韜
一
人
で

作
っ
た
も
の
で
あ
る
。「
十
萬
名
花
斉
待
汝
、
人
生
何
再
覓
封
侯
」［
十
萬
ノ
名
花
斉
シ
ク
汝
ヲ
待
ツ
、
人
生
何
ゾ
再
ビ
封
侯
ヲ
覓
メ
ン
ヤ
］、「
黄

金
收
得
高
於
屋
、
買
尽
東
京
十
萬
花
」［
黄
金
收
メ
得
テ
屋
ヨ
リ
モ
高
シ
、
東
京
ノ
十
萬
ノ
花
ヲ
買
ヒ
尽
サ
ン
］
な
ど
の
「
豪
気
作
」
を
も
っ
て
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エ
ロ
ス
の
絶
頂
が
歌
わ
れ
た
。

　

も
し
『
芳
原
新
詠
十
二
首
』
か
ら
『
扶
桑
遊
記
』
を
俯
瞰
す
れ
ば
、
紀
行
文
と
し
て
の
『
扶
桑
遊
記
』
の
構
造
の
み
な
ら
ず
、
王
韜
の
旅
の
全

体
が
は
っ
き
り
と
分
る
。
王
韜
は
横
浜
に
着
く
ま
で
、
長
崎
、
神
戸
、
大
阪
と
京
都
の
各
地
で
は
現
地
の
中
国
人
に
伴
わ
れ
て
、
各
地
の
色
町
な

ど
を
回
っ
た
の
み
な
ら
ず
、
湊
川
な
ど
の
風
景
を
も
見
た
が
、
エ
ロ
ス
の
面
に
お
い
て
は
や
は
り
東
京
の
吉
原
に
及
ば
ず
、
景
色
の
面
に
お
い
て

は
日
光
に
か
な
わ
な
い
と
感
じ
た
の
で
あ
る
。

　

王
韜
に
と
っ
て
日
光
の
景
色
は
綺
麗
は
綺
麗
で
あ
る
が
、
エ
ロ
ス
の
面
で
は
も
の
足
り
な
か
っ
た
。
な
ぜ
日
光
は
エ
ロ
ス
が
希
薄
か
と
い
う

と
、
そ
こ
は
神
様
の
住
ん
で
い
る
と
こ
ろ
な
の
で
、
娼
妓
に
よ
っ
て
汚
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
か
ら
で
あ
っ
た
。

自
古
河
駅
始
，
每
駅
皆
有
娼
樓
，
無
色
妓
則
以
歌
妓
代
。
惟
日
光
町
一
帶
獨
無
佳
人
。
蓋
是
山
從
古
以
來
，
傳
為
神
仙
所
窟
宅
，
故
所
在
莊

嚴
潔
淨
，
以
示
崇
敬
。
是
不
知
藍
橋
覓
路
，
玉
杵
乞
漿
，
胡
麻
飯
熟
，
劉
阮
曾
來
，
神
仙
眷
属
，
自
古
有
之
，
況
于
世
人
乎
哉（

（（
（

？
［
古
河
駅

ヨ
リ
始
リ
、
駅
ゴ
ト
ニ
皆
娼
樓
有
リ
。
色
妓
無
ケ
レ
バ
則
チ
歌
妓
ヲ
以
テ
代
ル
。
惟
ダ
日
光
町
ノ
一
帶
ノ
ミ
佳
人
無
シ
。
蓋
シ
是
ノ
山
ハ
古

ヨ
リ
以
來
、
神
仙
ノ
窟
宅
ス
ル
所
ト
為
ル
ト
傳
ヘ
、
故
ニ
在
ル
所
ハ
莊
嚴
潔
淨
、
以
テ
崇
敬
ヲ
示
ス
。
是
レ
藍
橋
ニ
路
ヲ
覓
メ
、
玉
杵
漿
ヲ

乞
ヒ
、
胡
麻
飯
ヲ
熟
シ
，
劉
阮
曾
テ
來
ル
ヲ
知
ラ
ザ
レ
バ
ナ
リ
。
神
仙
ノ
眷
属
、
古
ヨ
リ
コ
レ
有
リ
、
況
ン
ヤ
世
人
ニ
於
テ
ヲ
ヤ
？
］

　

王
韜
は
中
国
の
古
典
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
て
、
そ
も
そ
も
景
色
の
い
い
と
こ
ろ
に
エ
ロ
ス
は
欠
か
せ
な
い
と
説
明
し
た
。
い
う
ま
で
も
な
く
、

こ
れ
は
中
国
を
中
心
に
し
て
の
見
方
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
眼
差
し
で
、
王
韜
は
ま
た
日
本
に
行
っ
て
そ
の
ま
ま
残
っ
た
明
の
移
民
、
日
本
に
伝

存
し
中
国
で
は
散
逸
し
た
中
国
古
代
の
楽
器
曲
や
図
書
な
ど
を
見
て
い
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
中
国
の
古
典
を
も
っ
て
女
性
を
美
し
く
形
容
し
て
も
、
エ
ロ
ス
に
お
け
る
言
葉
遣
い
は
「
流
鶯
」、「
遏
雲
」、「
流
波
」
な
ど
に

よ
っ
て
締
め
く
く
ら
れ
る
よ
う
に
、
千
篇
一
律
な
と
こ
ろ
が
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
れ
に
つ
い
て
は[

表-

一]

を
参
照
さ
れ
た
い
。

日
本
の
旅
で
は
、
誰
よ
り
も
こ
の
よ
う
な
言
葉
遣
い
に
う
ん
ざ
り
し
た
の
は
王
韜
自
身
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
「
梅
史
、
漆
園
席
間
有
詩
，
余
以

小
巫
見
大
巫
，
興
味
索
然
，
不
能
継
声
」［
梅
史
・
漆
園
ハ
、
席
間
ニ
詩
有
り
、
余
ハ
小
巫
大
巫
ヲ
見
ル
ヲ
以
テ
、
興
味
索
然
ト
シ
テ
、
声
ヲ
続
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ケ
ル
コ
ト
能
ハ
ズ
。］
と
『
扶
桑
遊
記
』
に
記
し
た
の
で
あ
る（

（（
（

。 
　

こ
の
よ
う
な
問
題
は
こ
れ
か
ら
論
じ
る
森
鷗
外
の
『
独
逸
日
記
』
に
も
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
そ
れ
に
よ
っ
て
従
来
の
紀
行
文
の
内
実
は
「
風
景

＋
エ
ロ
ス
」
と
い
う
構
造
を
有
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。

六　

滞
独
時
代
の
森
鷗
外
宛
の
手
紙

　

梁
啓
超
の
『
夏
威
夷
遊
記
』
を
分
析
す
る
と
き
に
触
れ
た
よ
う
に
、
そ
も
そ
も
紀
行
文
は
公
開
を
前
提
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
森
鷗
外
は
渡
欧

に
よ
っ
て
『
航
西
日
記
』、『
在
徳
記
』、『
隊
務
日
記
』
と
『
還
東
日
乗
』
な
ど
の
漢
文
日
記
を
記
し
た
が
、『
在
徳
記
』
だ
け
は
公
開
さ
れ
な

か
っ
た
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
前
田
愛
な
ど
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、『
在
徳
記
』
に
は
小
説
『
舞
姫
』
の
ヒ
ロ
イ
ン
を
思
わ
せ
る
内
容
が
あ
る
か

ら
で
あ
る（

（（
（

。
森
鷗
外
の
独
逸
留
学
の
生
活
を
考
証
す
る
研
究
に
と
っ
て
は
原
稿
の
『
在
徳
記
』
で
な
け
れ
ば
説
明
で
き
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、

紀
行
文
の
性
格
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
本
稿
に
と
っ
て
は
、『
独
逸
日
記
』
だ
け
で
も
さ
ほ
ど
問
題
と
は
な
ら
な
い
。
と
い
う
の
は
、『
在
徳

記
』
か
ら
浄
写
さ
れ
た
『
独
逸
日
記
』
は
依
然
と
し
て
従
来
の
紀
行
文
の
外
見
と
内
実
が
揃
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
書
き
替

え
ら
れ
る
と
き
、
具
体
的
な
内
容
が
削
除
さ
れ
た
り
、
増
や
さ
れ
た
り
し
た
可
能
性
は
あ
る
が
、
紀
行
文
の
形
式
は
そ
れ
に
よ
っ
て
変
わ
っ
て
い

な
い
の
で
あ
る（

（（
（

。 

　

た
だ
し
『
航
西
日
記
』
に
比
べ
、『
独
逸
日
記
』
の
ほ
う
は
漢
詩
の
数
が
あ
ま
り
に
も
少
な
い
。『
舞
踏
歌
』
な
ど
を
除
い
て
、『
独
逸
日
記
』

の
後
ろ
の
「
附
録
」
に
添
付
さ
れ
た
「
詠
柏
林
婦
人
七
絶
句
」
ぐ
ら
い
し
か
見
え
な
い
。「
詠
柏
林
婦
人
七
絶
句
」
は
森
鷗
外
の
原
作
で
は
な
い

と
い
う
説
が
あ
る（

（（
（

。
し
か
し
、
そ
れ
が
あ
っ
て
こ
そ
『
独
逸
日
記
』
は
紀
行
文
と
い
う
外
見
を
全
う
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

さ
て
『
独
逸
日
記
』
の
内
容
を
分
析
す
る
前
に
、
森
鷗
外
が
独
逸
に
留
学
し
て
い
る
間
に
、
家
族
か
ら
来
た
手
紙
に
よ
っ
て
、『
在
徳
記
』
と

い
う
漢
文
紀
行
文
の
世
界
を
想
像
し
、
ど
の
よ
う
な
文
学
空
間
で
あ
っ
た
の
か
を
考
え
て
み
よ
う
。
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森
鷗
外
は
、
横
浜
を
離
れ
て
渡
欧
の
旅
に
た
っ
た
そ
の
日
か
ら
、
ほ
ぼ
週
に
一
回
ぐ
ら
い
家
族
か
ら
手
紙
が
届
く
。
そ
の
中
に
、
父
は
候
文
で

自
分
の
仕
事
、
社
交
な
ど
の
こ
と
を
し
た
た
め
、
詳
し
い
内
容
は
篤
次
郎
の
手
紙
に
譲
る
。
弟
の
篤
次
郎
の
手
紙
に
は
日
本
社
会
の
流
行
、
学
校

の
勉
強
、
隣
の
女
の
子
の
品
定
め
な
ど
の
、
多
岐
に
渡
る
内
容
が
書
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
妹
の
喜
美
子
は
ま
だ
女
学
校
に
通
っ
て
い
る
の
で
、

手
紙
に
和
文
で
学
校
の
勉
強
な
ど
を
報
告
し
、
和
歌
を
よ
く
い
れ
て
い
た
。

　

篤
次
郎
の
手
紙
お
よ
び
『
独
逸
日
記
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
内
容
に
よ
っ
て
、
ド
イ
ツ
に
い
る
森
鷗
外
の
エ
ロ
ス
の
世
界
を
究
明
す
る
こ
と
は

不
可
能
で
あ
る
。
森
鷗
外
は
よ
く
留
学
生
と
一
緒
に
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
に
行
っ
た
が
、
喫
茶
店
に
い
る
娼
婦
と
性
的
関
係
ま
で
結
ん
だ
か
ど
う
か

の
記
述
は
見
当
た
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
よ
り
も
む
し
ろ
「
花
柳
社
会
」
か
ら
距
離
を
取
っ
た
森
鷗
外
の
姿
が
篤
次
郎
の
手
紙
に
詳
し
く
書

か
れ
て
い
る
。

海
外
留
学
生
多
シ
ト
雖
モ
多
ク
ハ
花
柳
社
会
ニ
沈
湎
シ
ソ
ノ
学
資
モ
娼
妇
ノ
一
笑
ヲ
買
フ
ニ
抛
テ
顧
ミ
サ
ル
ニ
家
兄
独
卓
然
ト
シ
テ
此
挙
ア

リ
彼
外
人
ノ
目
ヲ
驚
シ
ム
ル
ニ
足
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
留
学
生
輩
ヲ
シ
テ
又
タ
自
ラ
顧
マ
シ
ム
ル
ニ
足
ラ
ン
世
ニ
卓
絶
ス
ル
ト
事
業
著
述
ヲ
為
ン

ト
ス
ル
ニ
ハ
万
巻
ノ
書
ヲ
観
破
セ
ザ
ル
可
ラ
ズ
加
フ
ル
ニ
雨
牕
雪
夜
繙
テ
以
テ
無
聊
ヲ
慰
ス
ル
ニ
足
ル
オ
ヤ
一
家
感
服
ノ
外
ナ
シ（

（（
（

 

　

右
の
引
用
に
よ
る
と
、
海
外
の
留
学
生
に
森
鷗
外
の
よ
う
に
花
柳
社
会
に
遊
ば
ず
、
寂
し
い
時
に
本
を
読
ん
だ
り
し
て
い
る
よ
う
な
健
全
な
学

生
が
あ
ま
り
に
も
少
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
森
鷗
外
の
個
人
の
生
活
の
問
題
な
の
で
こ
れ
以
上
の
立
ち
入
り
を
控
え
る
。

　

で
は
、
森
鷗
外
と
弟
の
篤
次
郎
に
と
っ
て
の
エ
ロ
ス
を
ど
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
い
い
の
か
。
そ
こ
で
明
清
小
説
な
ど
の
テ
ク
ス
ト
に
よ
っ
て
支

え
ら
れ
た
エ
ロ
ス
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
篤
次
郎
の
「
通
新
町
の
三
人
娘
」
の
品
定
め
を
見
て
見
よ
う
。

秋
貞
ハ
春
過
テ
夏
ニ
ナ
レ
ド
モ
未
ダ
ソ
ノ
偶
ヲ
得
ズ
父
親
ト
唯
両
人
ニ
テ
ア
リ
先
日
腫
物
ノ
為
ニ
少
シ
ク
面
容
ヲ
損
セ
シ
ガ
再
ビ
秀
美
ヲ
呈

シ
双
晴
ノ
秋
波
漸
佳
ナ
リ
ソ
ノ
隣
ニ
荒
物
屋
ア
リ
コ
ノ
娘
子
ハ
固
千
住
ニ
テ
余
庭
前
ノ
対
ナ
ル
家
ニ
居
シ
（
中
略
）
未
ダ
二
八
ノ
少
女
ニ
シ

テ
両
鬢
低
ク
シ
テ
肩
ニ
低
レ
玉
顔
（
御
大
層
）
粉
セ
ズ
シ
テ
自
ラ
清
シ
（
中
略
）
又
一
人
ハ
足
袋
家
ノ
少
女
ニ
シ
テ
巨
眼
圓
顔
未
ダ
美
ト
称

ス
可
ア
ラ
ネ
ド
モ
又
良
家
ノ
処
女
タ
ル
ヲ
以
テ
多
少
ノ
姿
色
ア
リ（

（（
（

。 
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秋
貞
は
ま
だ
結
婚
の
相
手
が
み
つ
か
っ
て
い
な
い
。
一
時
に
腫
れ
物
の
た
め
に
顔
の
様
子
が
醜
く
な
っ
た
が
ま
た
綺
麗
に
な
っ
た
と
か
、
そ
の

隣
の
女
の
子
は
そ
ん
な
に
化
粧
し
な
く
て
も
み
ず
み
ず
し
い
顔
を
し
て
い
る
と
か
、
足
袋
屋
の
少
女
は
そ
ん
な
に
綺
麗
で
は
な
い
が
、
良
家
の
少

女
と
し
て
そ
れ
な
り
に
評
価
で
き
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
か
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
す
で
に
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
の
美
人
を
見
た
森
鷗
外
に
と
っ

て
、
こ
の
よ
う
な
「
郷
里
嬢
の
噂
」
は
「
実
ニ
下
ラ
ネ
ド
又
旅
中
ノ
一
笑
ト
モ
ナ
ラ
ン
ト
無
益
ノ
筆
ヲ
走
ラ
ス
巳
」
と
篤
次
郎
が
手
紙
の
な
か
に

書
い
て
い
る
。

　

こ
の
手
紙
は
全
体
と
し
て
簡
単
に
漢
文
調
の
文
章
に
復
元
で
き
る
の
み
な
ら
ず
、「
娘
子
」、「
秋
波
」
な
ど
の
言
葉
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
、

篤
次
郎
の
手
紙
に
は
才
子
佳
人
小
説
な
ど
の
漢
文
の
テ
ク
ス
ト
に
よ
く
使
わ
れ
た
言
葉
を
も
っ
て
、
目
の
前
の
エ
ロ
ス
の
世
界
を
描
い
て
い
る
と

い
う
特
徴
が
明
ら
か
に
見
え
る
。
そ
れ
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
よ
う
な
テ
ク
ス
ト
に
よ
っ
て
篤
次
郎
は
目
の
前
の
世
界
に
た
い
す
る
想
像
を
膨
ら
ま

せ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
気
付
い
た
篤
次
郎
は
「
三
娘
ノ
家
相
対
シ
年
歯
相
適
ス
ル
ヲ
以
テ
祭
礼
ノ
朝
縁
日
ノ
夕
互
ニ
其
研マ
マ

ヲ
戦
ハ
ス
ト
云
フ
」

と
書
い
た
後
、
括
弧
に
「
ド
ウ
カ
、
余
計
ナ
想
像
」
と
い
う
内
容
を
書
き
添
え
た
の
で
あ
る
。

　

一
方
、
篤
次
郎
の
森
鷗
外
に
寄
せ
た
手
紙
に
漢
文
テ
ク
ス
ト
に
頼
っ
て
の
風
景
描
写
も
よ
く
見
ら
れ
る
。

遊
客
ノN

ordpol

ト
シ
テ
歩
ヲ
廻
ス
ハ
百
花
園
ナ
リ
某
商
旧
主
ヨ
リ
贖
テ
二
州
嶋
ト
名
ク
堤
左
ノ
田
圃
ヲ
埋
メ
テ
築
キ
シ
モ
ノ
ニ
シ
テ
大

水
ノ
虞
ナ
キ
ニ
ア
ラ
ネ
ド
マ
タ
一
個
ノ
好
遊
場
ナ
リ
四
囲
各
三
百
歩
ナ
ル
可
シ
観
場
ノ
券
値
僅
ニ
二
銭
（
随
分
高
イ
共
進
会
ハ
三
銭
ダ
ヨ
）

園
ノ
右
左
ニ
小
門
ヲ
設
テ
出
入
ニ
便
ニ
ス
中
央
ニ
池
ア
リ
墨
水
ノ
下
流
ヲ
引
ク
者
ナ
リ
其
広
園
ノ
三
分
ノ
一
ヲ
占
ム
中
ニ
二
小
嶋
ヲ
築
ク
細

径
ヲ
以
テ
相
連
ル
殆
呂
字
状
ヲ
做
ス
蓋
シ
園
ノ
名
ノ
来
ル
所
以
欤
池
ヲ
繞
テ
皆
丘
ナ
リ
（
ト
ン
ダ
欧
陽
脩
）
丘
ノ
上
ハ
縁
草
叢
生
シ
中
ニ
小

徑
ヲ
通
ズ
其
間
松
楓
桃
李
ヲ
雑
エ
植
ユ
太
ダ
風
致
ア
リ
（
中
略
）
嗚
呼
彼
紅
塵
暗
日
ノ
堤
上
ニ
反
シ
此
閑
雅
避
世
ノ
遊
地
ヲ
得
誰
カ
一
日
瓢

ヲ
携
テ
茲
ニ
一
酔
ヲ
欲
セ
ザ
ラ
ン
余
ヤ
是
意
ア
リ
テ
遂
ニ
果
サ
ズ
遺
憾
々
々
。（

（（
（

　

こ
の
一
文
は
「
百
花
園
記
」
と
い
う
紀
行
文
と
し
て
見
な
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
百
花
園
と
い
う
名
前
の
由
来
を
説
明
す
る
と
こ
ろ
に
、
王
韜
の

「
香
港
之
名
或
以
是
歟
」
の
よ
う
な
フ
レ
ー
ズ
が
表
れ
、
そ
の
景
色
を
描
く
と
き
に
意
識
的
に
欧
陽
脩
の
『
酔
翁
亭
記
』
を
真
似
て
い
る
の
が
明
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ら
か
な
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
綺
麗
な
と
こ
ろ
で
、
同
好
の
士
と
一
緒
に
酒
を
飲
ん
だ
り
す
る
こ
と
が
出
来
な
く
て
残
念
だ
と
篤
次
郎
は

思
っ
た
。
篤
次
郎
の
あ
こ
が
れ
た
風
景
を
ド
イ
ツ
に
い
る
森
鷗
外
は
ス
タ
ル
ン
ベ
ル
ヒ
湖
で
満
喫
で
き
た
。
そ
こ
で
、
篤
次
郎
と
同
じ
く
、
森
鷗

外
は
漢
文
の
テ
ク
ス
ト
に
よ
っ
て
紀
行
文
を
記
し
た
。

　

漢
文
の
知
識
に
お
い
て
、
日
本
の
森
鷗
外
、
森
篤
次
郎
お
よ
び
中
国
の
王
韜
た
ち
は
共
有
す
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
し
た
が
っ
て
森
鷗
外
の
『
独

逸
日
記
』
を
分
析
す
る
に
あ
た
っ
て
、
明
清
才
子
佳
人
小
説
や
『
酔
翁
亭
記
』
な
ど
の
中
日
両
国
の
知
識
人
が
共
有
す
る
漢
文
テ
ク
ス
ト
は
看
過

で
き
な
い
。
こ
の
よ
う
な
漢
文
の
テ
ク
ス
ト
を
背
景
に
し
て
、『
在
徳
記
』
と
い
う
紀
行
文
が
綴
ら
れ
、『
在
徳
記
』
か
ら
『
独
逸
日
記
』
が
書
き

替
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

七　
『
独
逸
日
記
』
の
風
景
と
エ
ロ
ス

　

一
八
八
四
年
十
月
か
ら
一
八
八
八
年
七
月
の
間
、
森
鷗
外
は
順
に
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
、
ド
レ
ス
デ
ン
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
そ
し
て
ベ
ル
リ
ン
と
い
う
四

つ
の
都
会
に
留
学
し
た
。［
表-

二
］
と
［
表-

三
］
を
見
る
と
分
る
が
、『
独
逸
日
記
』
に
は
エ
ロ
ス
と
風
景
に
つ
い
て
の
記
述
が
殆
ど
前
半
の

留
学
に
集
中
し
て
い
る
。
就
中
、
明
治
十
九
年
十
二
月
二
十
日
の
日
記
に
は
エ
ロ
ス
と
風
景
が
揃
っ
て
い
る
記
述
が
あ
る
。

　

後
半
の
留
学
に
入
っ
て
、
森
鷗
外
自
身
が
取
り
締
ま
り
の
一
人
と
な
り
、
公
務
の
た
め
に
ド
イ
ツ
に
来
て
い
る
上
司
石
黒
忠
悳
と
の
付
き
合

い
、
日
本
人
留
学
生
と
の
間
に
起
っ
た
面
白
く
な
い
こ
と
な
ど
が
あ
る
た
め
、
前
半
の
留
学
の
よ
う
に
日
曜
日
に
な
る
と
簡
単
に
近
郊
へ
旅
す
る

余
裕
は
な
く
な
っ
た
。
ち
な
み
に
い
う
と
、『
独
逸
日
記
』
の
な
か
で
森
鷗
外
は
日
付
の
後
に
曜
日
は
あ
ま
り
書
か
な
か
っ
た
が
、
日
曜
日
に
は

よ
く
「
日
」
あ
る
い
は
「
日
曜
」
と
つ
け
加
え
た
。

　

篤
次
郎
の
手
紙
に
書
い
て
あ
る
が
、
欧
州
に
留
学
す
る
日
本
人
学
生
に
は
勉
強
を
疎
か
に
し
て
、
ひ
た
す
ら
花
柳
社
会
に
遊
ん
で
い
る
者
が
少

な
く
な
か
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
内
容
が
森
鷗
外
の
『
独
逸
日
記
』
に
も
た
く
さ
ん
記
述
さ
れ
て
い
る
。
カ
フ
ェ
に
い
る
娼
婦
と
付
き
合
う
だ
け
で
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は
な
く
、
娼
婦
と
の
間
に
子
供
が
出
来
た
留
学
生
も
い
る
。
そ
れ
は
単
に
日
本
人
留
学
生
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、
学
生
の
全
体
か
ら
み
て
も
、

娼
婦
と
遊
ぶ
学
生
が
少
な
く
な
か
っ
た
。
た
と
え
ば
、
森
鷗
外
と
意
気
投
合
し
た
ヰ
ル
ケ
は
娼
婦
と
つ
き
あ
い
、
結
局
娼
婦
と
結
婚
し
て
し
ま
っ

た
と
い
う
記
述
が
『
独
逸
日
記
』
に
あ
る
。

　
『
独
逸
日
記
』
の
記
述
に
か
ぎ
っ
て
い
う
と
、
森
鷗
外
は
あ
ま
り
娼
婦
に
興
味
を
持
た
ず
、
長
崎
の
娼
婦
と
ド
イ
ツ
の
娼
婦
の
顔
が
「
卑
俗
」

な
の
で
人
に
厭
な
気
を
催
さ
せ
る
と
述
べ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
ベ
ル
リ
ン
に
入
っ
た
後
、
森
鷗
外
は
僧
房
街
と
い
う
娼
婦
が
群
が
っ
て
い
る

所
に
引
越
し
た
後
で
も
、
そ
の
生
活
と
勉
強
は
あ
ま
り
影
響
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

森
鷗
外
の
個
人
生
活
よ
り
、『
独
逸
日
記
』
と
い
う
紀
行
文
の
な
か
で
娼
婦
、
少
女
、
貴
婦
人
な
ど
が
ど
の
よ
う
に
描
写
さ
れ
た
の
か
は
問
題

に
す
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
［
表-

二
］
に
整
理
し
た
例
を
見
な
が
ら
論
を
す
す
め
た
い
。

　

前
述
の
よ
う
に
、
森
鷗
外
の
留
学
は
後
半
よ
り
前
半
の
方
が
楽
し
か
っ
た
よ
う
に
み
え
る
。
特
に
ス
タ
ル
ン
ベ
ル
ヒ
湖
の
あ
る
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
に

留
学
し
た
と
き
、
森
鷗
外
は
何
篇
か
の
紀
行
文
を
綴
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
明
治
十
九
年
九
月
二
日
、
森
鷗
外
は
三
浦
と
一
緒
に
ス
タ
ル
ン
ベ
ル
ヒ

湖
に
行
っ
て
舟
を
う
か
べ
、
そ
の
後
レ
オ
ニ
イ
に
行
っ
て
川
下
り
を
し
た
。
こ
の
旅
を
綴
っ
た
「
那
翁
村
ノ
紀
行
」
と
「
湖
上
ノ
小
記
」
を
手
紙

と
と
も
に
篤
次
郎
に
送
っ
た
。
篤
次
郎
は
そ
れ
を
読
ん
で
次
の
よ
う
な
コ
メ
ン
ト
を
つ
け
た
。

三
浦
ト
舟
遊
ノ
佳
什
読
去
テ
懐
古
友
愛
ノ
情
ヲ
感
ズ
、
微
言
ヲ
容
ラ
レ
養
神
避
塵
ノ
地
ニ
遊
バ
ル
ニ
実
ニ
喜
ブ
ベ
シ
那
翁
村
ノ
紀
行
田
舎
ノ

摸
様
写
得
テ
妙
柳
北
君
ノ
文
ヲ
読
ガ
如
シ（

（（
（

 

　

紀
行
文
に
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
田
舎
の
模
様
が
描
か
れ
た
の
か
は
と
も
か
く
、
森
鷗
外
が
成
島
柳
北
の
『
航
西
日
乗
』
な
ど
の
紀
行
文
を
真

似
な
が
ら
『
航
西
日
記
』
を
記
し
た
の
み
な
ら
ず
、
ド
イ
ツ
に
留
学
し
て
い
る
間
、
紀
行
文
を
よ
く
記
し
た
の
は
確
か
な
こ
と
で
あ
る
。

　

明
治
十
九
年
九
月
二
日
の
ス
タ
ル
ン
ベ
ル
ヒ
湖
の
旅
に
つ
い
て
も
う
一
つ
強
調
し
た
い
の
は
、
こ
の
旅
で
森
鷗
外
が
一
気
に
漢
詩
を
五
首
作
っ

た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。『
在
徳
記
』
と
い
う
紀
行
文
に
と
っ
て
、
漢
詩
は
外
見
と
し
て
必
要
な
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
具
体
的
に
何
を
意
味
す

る
の
か
と
い
う
こ
と
を
詳
し
く
論
じ
る
余
裕
は
な
い
が
、
齋
藤
希
史
の
指
摘
に
よ
る
と
、
漢
詩
に
は
人
生
の
節
目
を
意
識
さ
せ
る
役
割
が
あ
る
と
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い
う
こ
と
で
あ
る（

（（
（

。 
　

繰
り
返
し
に
な
る
が
、
独
逸
留
学
中
に
森
鷗
外
は
全
部
で
十
八
首
の
漢
詩
を
残
し
た
。
古
田
島
洋
介
注
釈
の
『
鷗
外
歴
史
文
学
集
』（
第
十
二

巻
）
で
は
、
一
一
一
番
か
ら
一
二
八
番
ま
で
の
漢
詩
が
そ
れ
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
の
一
二
二
番
か
ら
一
二
八
番
は
「
詠
柏
林
婦
人
七
絶
句
」
で
あ

る
。
そ
れ
ら
を
除
い
て
、
ほ
か
の
十
一
首
の
漢
詩
に
は
シ
ュ
タ
ル
ン
ベ
ク
ヒ
湖
に
関
す
る
漢
詩
（
一
一
三
番
か
ら
一
一
七
番
ま
で
）
が
五
首
あ

る
。
残
り
六
首
の
漢
詩
に
は
、
軍
医
正
に
な
っ
た
と
き
の
漢
詩
（
一
一
一
番
）、
知
り
合
い
の
子
供
の
誕
生
日
の
と
き
の
漢
詩
（
一
一
二
番
）

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
に
行
く
と
き
の
漢
詩
（
一
一
七
番
）
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
る
。
独
逸
留
学
中
に
あ
ま
り
漢
詩
を
つ
く
ら
な
か
っ
た
森
鴎
外
は
人
生
の

節
目
を
意
味
す
る
よ
う
な
最
低
限
の
漢
詩
を
残
し
た
。
そ
し
て
、
僅
か
な
漢
詩
に
よ
っ
て
、『
独
逸
日
記
』
と
い
う
紀
行
文
の
形
を
全
う
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
そ
れ
に
つ
い
て
具
体
的
な
例
を
見
る
と
斉
藤
希
史
の
説
が
よ
く
納
得
で
き
よ
う
。
そ
の
訓
読
は
前
述
し
た
古
田
島
洋
介
の
注
釈
を

参
考
と
さ
れ
た
い
。

①　

書
感

　

一
片
天
書
渡
海
来
。
千
金
何
意
買
駑
駘
。
自
慙
恩
澤
無
由
報
。
又
拂
牀
頭
巻
帙
埃
。

②　

寄
萩
原
国
手
賀
令
息
午
生
生
誕

　

�

明
治
十
七
年
二
月
。
午
日
午
時
挙
一
児
。
呼
為
午
生
真
天
造
。
嘉
祥
若
此
誰
復
疑
。
吾
與
乃
翁
相
識
久
。
稜
々
意
氣
老
不
衰
。
賢
郎
又
曾

寄
小
照
。
龍
種
早
已
現
矯
姿
。
君
不
見
曰
午
曰
馬
乾
之
象
。
由
來
健
行
不
敢
遲
。
他
年
展
足
向
何
境
。
文
耶
武
耶
法
耶
醫
。
應
比
良
驥
奔

千
里
。
能
紹
其
氣
遂
有
誰
。
逢
此
嘉
辰
獻
詩
句
。
顧
我
駑
劣
獨
自
嗤
。
雖
然
諂
諛
丈
夫
媿
。
一
語
又
須
存
箴
規
。
聞
說
駕
御
術
非
一
。
莫

忽
緊
縦
得
其
宜
。

③　

萬
里
離
家
一
笈
軽
。
郷
人
相
遇
若
為
情
。
今
日
告
別
僧
都
酒
。
泣
向
春
風
落
羽
城
。

　

か
く
し
て
『
在
徳
記
』
か
ら
書
き
換
え
ら
れ
た
『
独
逸
日
記
』
は
従
来
の
紀
行
文
の
外
見
と
内
実
を
そ
な
え
て
い
る
が
、
王
韜
の
『
扶
桑
遊

記
』
と
同
じ
く
、
具
体
的
な
言
葉
遣
い
に
お
い
て
『
独
逸
日
記
』
に
も
千
篇
一
律
な
と
こ
ろ
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
森
鷗
外
の
漢
文
素
養
の
高
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さ
を
物
語
っ
て
い
る
と
同
時
に
、
内
容
の
空
洞
化
を
招
致
す
る
と
こ
ろ
が
な
く
も
な
い
。
そ
れ
に
つ
い
て
詳
し
く
は
［
表
‐
三
］
を
参
考
と
さ
れ

た
い
。

　
『
独
逸
日
記
』
で
は
、Bravo!

を
「
壮
哉
」
と
、K

losterstrasse

を
「
僧
房
街
」
と
表
記
し
た
こ
と
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
森
鷗
外
は
「
ふ

た
つ
の
言
語
的
世
界
を
往
復
し
て
い
た
。
ひ
と
つ
は
〈
公
〉
の
ひ
と
と
し
て
生
き
る
ド
イ
ツ
語
の
世
界
で
あ
り
、
同
時
に
、
そ
の
昼
間
の
生
を
生

き
な
お
す
た
め
の
、〈
私
〉
の
文
体
と
し
て
の
漢
文
体
の
世
界
が
あ
る（

（（
（

」。
漢
文
体
の
世
界
が
儒
学
共
同
体
的
な
秩
序
の
感
覚
と
呼
応
し
て
、
独
逸

留
学
中
の
森
鷗
外
に
と
っ
て
〈
故
郷
〉
の
よ
う
な
存
在
で
あ
っ
た
。
ド
イ
ツ
留
学
中
、
弟
の
篤
次
郎
と
の
間
に
や
り
と
り
し
て
い
た
手
紙
や
ド
イ

ツ
で
の
井
上
哲
次
郎
と
の
付
き
合
い
は
、
こ
の
漢
文
体
の
世
界
を
織
り
成
す
主
な
も
の
と
し
て
考
え
ら
れ
る（

（（
（

。
か
か
る
背
景
の
も
と
で
、
漢
文
の

『
在
徳
記
』
は
記
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

八　

結
び
に
か
え
て

　

以
上
は
い
わ
ゆ
る
漢
文
脈
の
な
か
で
近
代
初
期
の
中
国
人
と
日
本
人
の
渡
欧
日
記
に
見
出
さ
れ
る
紀
行
文
の
外
見
と
内
実
の
様
式
を
考
察
し
て

き
た
。
一
つ
の
定
義
に
よ
っ
て
演
繹
す
る
の
で
は
な
い
の
で
、
直
接
的
な
論
述
よ
り
間
接
的
な
論
述
が
多
く
為
さ
れ
た
。

　

明
治
時
代
の
渡
欧
日
記
は
、
江
戸
中
後
期
の
知
識
人
が
長
崎
で
「
蘭
館
」
と
「
唐
館
」
を
ま
わ
っ
て
残
し
た
紀
行
文
と
は
違
う
し
、
大
正
時
代

に
『
朝
鮮
満
州
支
那
案
内
』
と
「
日
支
周
遊
券
」
な
ど
を
片
手
に
も
っ
て
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
の
眼
差
し
で
満
州
、
中
国
、
台
湾
を
ま
わ
っ
た
芥

川
龍
之
介
や
谷
崎
潤
一
郎
た
ち
の
紀
行
文
と
も
違
っ
て
い
る
。
時
代
が
下
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
紀
行
文
は
書
か
れ
な
く
な
り
、
漢
詩
、
文
言
小
説

な
ど
と
と
も
に
こ
の
世
か
ら
消
失
し
つ
つ
あ
っ
た
。
日
本
人
に
と
っ
て
、
そ
の
理
由
は
単
に
漢
文
素
養
の
衰
退
に
関
わ
る
だ
け
で
は
な
く
、
近
代

国
民
国
家
の
建
設
の
な
か
で
、
こ
の
よ
う
な
紀
行
文
の
形
式
が
、
日
本
国
内
か
ら
の
「
言
文
一
致
運
動
」
と
、
西
洋
人
の
よ
う
な
他
者
に
よ
っ
て

問
わ
れ
つ
つ
成
り
立
ち
が
た
く
な
っ
た
。
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そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
今
日
の
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
、
近
代
を
再
考
す
る
に
あ
た
っ
て
、
こ
の
世
か
ら
消
失
し
つ
つ
あ
っ
た
紀
行
文
を
取
り

上
げ
る
必
要
が
あ
る
。
そ
も
そ
も
〈
私
〉
の
な
い
〈
公
〉
も
あ
り
え
な
い
し
、〈
公
〉
の
な
い
〈
私
〉
も
あ
り
え
な
く
、〈
公
〉
と
〈
私
〉
は
つ
ね

に
対
の
形
で
現
れ
て
い
る
。
そ
れ
と
同
じ
く
、
そ
も
そ
も
近
代
小
説
は
な
か
っ
た
が
、
近
代
小
説
の
誕
生
は
こ
の
世
か
ら
消
失
し
つ
つ
あ
っ
た
紀

行
文
と
内
在
的
に
関
連
し
て
い
る
。
そ
れ
が
ま
た
〈
公
〉
と
〈
私
〉
の
関
係
の
な
か
で
さ
ら
な
る
考
察
が
求
め
ら
れ
て
く
る
。

　

東
ア
ジ
ア
の
近
代
に
、
欧
米
か
ら
ど
の
よ
う
な
文
物
知
識
を
搬
入
さ
れ
た
の
か
、
そ
れ
に
よ
っ
て
近
代
化
が
い
つ
か
ら
始
ま
っ
た
の
か
な
ど
の

研
究
は
も
と
よ
り
重
要
で
あ
る
が
、
近
代
と
は
そ
れ
だ
け
で
は
究
明
し
つ
く
さ
れ
な
い
。
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
近
代
に
と
っ

て
「
新
し
い
時
代
の
意
識
が
、
そ
の
つ
ど
古
典
古
代
に
対
す
る
関
係
を
通
じ
て
形
成
さ
れ
る
た
び
に
、「
モ
デ
ル
ン
〔
現
代
的
〕
と
い
う
自
己
理

解
」
が
重
要
で
あ
り（

（（
（

、
過
去
と
現
代
の
緊
張
関
係
の
中
に
近
代
が
生
き
て
い
る
。
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
の
近
代
に
つ
い
て
の
定
義
は
と
く
に
新
し
い
も

の
で
は
な
く
、
西
洋
で
は
Ｔ
・
Ｓ
・
エ
リ
オ
ッ
ト
の
『
伝
統
と
個
人
の
才
能
』、
東
ア
ジ
ア
で
は
「
述
而
不
作
」
の
極
意
を
体
得
し
た
顧
炎
武
の

「
抄
書
」、
森
鷗
外
の
「
歴
史
其
儘
と
歴
史
離
れ
」
な
ど
に
お
い
て
似
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
エ
リ
ッ
ク
・
ホ
ブ
ズ
ボ
ウ
ム
に

よ
れ
ば
伝
統
は
創
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
今
日
の
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
伝
統
は
そ
ん
な
に
簡
単
に
切
り
捨
て
ら
れ
る

も
の
で
も
な
か
れ
ば
、
ま
た
そ
ん
な
に
簡
単
に
継
承
で
き
る
も
の
で
も
な
い
。

　

近
代
と
い
う
全
体
の
問
題
は
と
も
か
く
、
近
代
小
説
の
近
代
性
を
考
え
る
に
は
、
小
説
そ
の
も
の
を
分
析
す
る
ほ
か
に
、
小
説
と
こ
の
世
か
ら

消
失
し
た
紀
行
文
と
の
内
在
的
な
関
連
に
つ
い
て
の
考
察
が
ひ
と
し
お
重
要
に
な
っ
て
く
る
。
近
代
を
近
代
に
し
か
ら
し
む
る
土
壌
が
こ
こ
に
あ

る
か
ら
で
あ
る
。

　

本
論
で
は
、
論
の
力
点
が
紀
行
文
の
外
見
で
は
な
く
、
紀
行
文
の
内
実
に
つ
い
て
の
分
析
に
置
か
れ
た
。
と
は
い
え
紀
行
文
の
内
実
よ
り
、
そ

の
外
見
の
「
散
文
＋
韻
文
」
が
無
視
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
外
見
を
そ
な
え
る
文
学
作
品
は
紀
行
文
に
限
ら
ず
、
早
く
も
西
洋
で

は
ギ
リ
シ
ャ
の
演
劇
、
旧
約
・
新
約
の
聖
書
、
東
洋
で
は
印
度
の
仏
教
文
学
な
ど
に
求
め
ら
れ
る
。
そ
し
て
中
国
の
『
遊
仙
窟
』
と
日
本
の
『
古

事
記
』
な
ど
の
体
裁
は
漢
訳
さ
れ
た
印
度
仏
教
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い（

（（
（

。 
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尚
、
本
論
で
は
散
文
は
漢
文
で
あ
り
韻
文
は
漢
詩
を
指
す
。
齋
藤
希
史
の
説
を
も
っ
て
、
紀
行
文
に
と
っ
て
韻
文
の
漢
詩
は
ど
の
よ
う
な
役
割

を
も
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
説
明
し
た
が
、
紀
行
文
の
な
か
で
、
漢
詩
の
役
割
は
さ
ら
に
散
文
と
合
わ
せ
て
考
察
し
な
け
れ
ば
そ
の
蘊
奥

を
究
め
が
た
い
。
そ
れ
に
つ
い
て
、
た
と
え
ば
坂
部
恵
が
『
か
た
り
』
の
中
で
述
べ
て
い
る
〈
か
た
り
〉
と
〈
う
た
〉
の
関
係
か
ら
考
察
す
る
と

問
題
が
さ
ら
に
複
雑
に
な
っ
て
く
る
。

註（
１
）　

鈴
木
貞
美
『
日
本
の
「
文
学
」
概
念
』
作
品
社
、
一
九
九
八
年
、
一
七
〇
頁
。
明
治
時
代
に
活
躍
し
た
新
聞
記
者
で
あ
り
、
評
論
家
の
福
地
櫻
痴
は
「
文
章
ノ

進
化
」
の
な
か
に
「
文
章
ヲ
書
カ
ン
ニ
ハ
支
那
文
学
ヲ
修
ム
ル
ノ
緊
要
ハ
、
昔
時
ニ
比
ブ
レ
バ
却
テ
一
層
ノ
切
ナ
ル
」、「
一
方
ニ
於
テ
ハ
支
那
語
ノ
用
ヲ
繁
ク
シ

ナ
ガ
ラ
、
却
テ
一
方
ニ
於
テ
其
字
ヲ
廃
セ
ン
ト
議
ス
ル
ハ
、
是
レ
猶
轅
ヲ
西
シ
テ
車
ヲ
東
ニ
行
カ
シ
メ
ン
ト
欲
ス
ル
ニ
同
ジ
カ
ル
ベ
シ
」
と
述
べ
て
い
る
。『
明

治
文
学
全
集
11
─
─
福
地
櫻
痴
集
』、
筑
摩
書
房
、
一
九
六
六
年
、
三
七
七
頁
、
三
七
八
頁
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
明
治
時
代
の
言
文
一
致
運
動
は
啓
蒙
者
た
ち
の

思
っ
た
通
り
に
出
来
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。

（
２
）　

正
岡
子
規
『
病
床
六
尺
』『
子
規
全
集
』
第
八
巻
、
一
九
二
九
年
、
改
造
社
、
三
〇
一
頁
。

（
３
）　

眞
壁
仁
『
徳
川
後
期
の
学
問
と
政
治
』
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
七
年
、
一
三
頁
。

（
４
）　

斎
藤
希
史
『
漢
文
脈
と
近
代
日
本
』
日
本
放
送
出
版
協
会
、
二
〇
〇
七
年
、
四
八
頁
。

（
５
）　

本
論
で
は
詳
し
く
論
じ
な
い
が
、
東
京
に
い
る
王
韜
は
時
間
を
割
い
て
日
本
人
の
た
め
に
漢
詩
を
添
削
し
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
し
て
、
小
野
湖
山
た
ち
に
と
っ

て
、
自
分
の
漢
詩
が
王
韜
の
『
扶
桑
遊
記
』
に
収
め
ら
れ
る
の
が
名
誉
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
近
代
日
本
の
漢
詩
文
の
世
界
に
対
し
て
、
王
韜
は
黄
遵
憲
や
俞
樾

と
似
た
役
割
を
果
た
し
た
と
い
え
る
。

（
６
）　

古
代
中
国
で
は
旅
を
記
述
す
こ
と
を
意
味
す
る
「
行
記
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
宋
の
黄
徹
『
鞏
渓
詩
話
』
に
「
醴
陽
道
傍
有
甘
泉
寺
、
因
莱
公
・
丁
謂
曾
留

行
記
、
従
而
題
詠
者
甚
衆
、
碑
牌
满
屋
」
と
あ
る
。［
醴
陽
ノ
道
傍
ニ
甘
泉
寺
ア
リ
、
莱
公
・
丁
謂
曾
テ
行
記
ヲ
留
ム
ル
ニ
因
リ
テ
、
従
テ
題
詠
ス
ル
者
甚
衆
シ
、

碑
牌
屋
ニ
満
ツ
］
ま
た
道
程
を
意
味
す
る
「
行
紀
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
唐
の
司
空
図
「
江
行
」
に
「
行
紀
添
新
夢
、
羇
愁
甚
往
年
。
何
時
京
洛
路
、
馬
上
見

人
煙
」
と
あ
る
。［
行
紀
ニ
新
夢
添
ヒ
、
羇
愁
往
年
ヨ
リ
甚
シ
。
何
レ
ノ
時
カ
京
洛
ノ
路
、
馬
上
人
煙
ヲ
見
ン
］
羅
竹
風
編
『
漢
語
大
辞
典
』（
縮
印
本
）
上
海
辞

書
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年
、
一
八
二
六
頁
と
一
八
二
五
頁
。「
行
紀
」
が
旅
を
記
述
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
は
近
代
に
入
っ
た
後
の
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば

一
九
一
〇
年
の
『
東
方
雑
誌
』
に
「
行
紀
」
と
い
う
コ
ラ
ム
が
設
置
さ
れ
た
が
、
し
か
し
長
く
は
続
か
な
か
っ
た
。
こ
の
言
葉
は
「
幹
部
」
な
ど
の
日
本
語
式
の

漢
語
と
同
じ
く
、
近
代
中
国
人
留
学
生
に
よ
っ
て
日
本
か
ら
輸
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
、
そ
う
だ
と
し
て
も
「
紹
介
」
の
よ
う
な
言
葉
と
同
じ
く
現
代
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中
国
語
に
土
着
で
き
る
か
ど
う
か
は
、
他
の
研
究
に
委
ね
た
い
が
、
そ
れ
が
意
味
し
て
い
る
内
容
は
古
代
中
国
語
の
「
行
記
」
や
日
本
語
の
「
紀
行
」
な
ど
と
同

じ
で
あ
る
。

（
７
）　

深
沢
徹
『
自
己
言
及
テ
キ
ス
ト
の
系
譜
学
』
森
話
社
、
二
〇
〇
二
年
、
七
〇
頁
。

（
８
）　

成
島
柳
北
『
航
西
日
乗
』『
明
治
文
学
全
集
４
─
─
成
島
柳
北　

服
部
撫
松　

栗
本
鋤
雲
』
筑
摩
書
房
、
一
九
六
九
年
、
一
一
九
─
一
二
〇
頁
。
王
韜
『
漫
遊

随
録
』『
走
向
世
界
叢
書
』
第
六
巻
、
岳
麓
書
社
、
二
〇
〇
八
年
、
七
一
頁
。

（
９
）　

斌
椿
『
乘
槎
筆
記
』『
走
向
世
界
叢
書
』
第
六
巻
、
岳
麓
書
社
、
二
〇
〇
八
年
、
九
八
─
九
九
頁
。

（
10
）　

王
韜
『
漫
遊
随
録
』
七
三―

七
四
頁
。

（
11
）　

成
島
柳
北
『
航
西
日
乗
』
一
一
九
頁
。

（
12
）　

森
鷗
外
『
航
西
日
記
』『
鷗
外
全
集
』、
第
三
十
五
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
五
年
、
七
八
頁
。

（
13
）　

平
川
祐
弘
『
和
魂
洋
才
の
系
譜
』
河
出
書
房
新
社
、
一
九
七
一
年
、
五
五
頁
。

（
14
）　

王
韜
「
香
港
略
記
」『
弢
園
文
新
編
』
銭
鐘
書
編
、
三
聯
書
店
，
一
九
九
八
年
、
九
六
頁
。
こ
の
文
章
の
た
め
に
こ
の
よ
う
な
注
が
書
か
れ
て
い
る
。「
又
有
說

「
香
港
」
得
名
於
明
代
在
此
出
運
「
莞
香
」，
屈
大
均
『
廣
東
新
語
』
有
「
莞
香
」
記
載
。
此
說
更
流
行
，
較
切
實
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
も
「
香
」
と
い
う
字
面
に

止
ま
っ
て
い
る
説
だ
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

（
15
）　

森
鷗
外
『
航
西
日
記
』
七
六
頁
。

（
16
）　

梁
啓
超
「
夏
威
夷
遊
記
」『
飲
氷
室
文
集
』
呉
松
他
点
校
、
雲
南
教
育
出
版
社
、
一
八
二
四
頁
。

（
17
）　

周
作
人
「
日
記
與
尺
牘
」『
周
作
人
自
選
集
─
─
雨
天
の
書
』
河
北
教
育
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
、
十
二
頁
。

（
18
）　

梁
啓
超
「
夏
威
夷
遊
記
」
一
八
二
六
─
一
八
二
七
頁
参
照
。

（
19
）　

梁
啓
超
「
夏
威
夷
遊
記
」
一
八
三
三
頁
。

（
20
）　

王
韜
「
弢
园
著
述
总
目
」『
弢
园
文
新
编
』
三
七
六
頁
。

（
21
）　

木
下
彪
『
明
治
詩
話
』
文
中
堂
、
一
九
四
三
年
、
三
三
一
頁
。

（
22
）　

柯
文
（Cohen Paul A

.

）『
在
傳
統
與
現
代
性
之
間
』
雷
頤
・
羅
檢
秋
訳
、
江
蘇
人
民
出
版
社
、
一
九
九
四
年
。

（
23
）　

王
韜
『
扶
桑
遊
記
』『
走
向
世
界
叢
書
』
第
三
巻
、
岳
麓
書
社
、
二
〇
〇
八
年
、
四
一
七
頁
。

（
24
）　

王
韜
『
扶
桑
遊
記
』
四
五
二
頁
。

（
25
）　

文
政
元
年
、
頼
山
陽
は
九
州
に
向
っ
て
西
遊
の
旅
を
し
た
。
こ
の
旅
は
頼
山
陽
に
と
っ
て
長
崎
の
丸
山
の
夜
々
と
耶
麻
渓
の
景
色
が
魅
力
的
で
あ
っ
た
で
あ
ろ

う
。
石
橋
忍
月
の
史
伝
『
文
豪
の
鞋
痕
』『
石
橋
忍
月
全
集　

補
巻
』
八
木
書
店
、
一
九
九
六
年
。

（
26
）　

王
韜
『
扶
桑
遊
記
』
四
四
五
頁
。

（
27
）　

王
韜
『
扶
桑
遊
記
』
四
五
九
頁
。

（
28
）　

王
韜
『
扶
桑
遊
記
』
四
九
六
頁
。
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（
29
）　

王
韜
『
扶
桑
遊
記
』
四
六
〇
頁
。

（
30
）　

前
田
愛
「
柳
北
「
航
西
日
乗
」
の
原
型
」『
近
代
日
本
の
文
学
空
間
』
平
凡
社
、
二
〇
〇
四
年
、
八
八
頁
。

（
31
）　

小
堀
桂
一
郎
は
『
若
き
日
の
森
鷗
外
』
の
中
で
佐
藤
春
夫
の
論
を
引
い
て
、『
独
逸
日
記
』
は
「
た
と
え
近
代
日
本
文
学
誕
生
の
紀
元
と
ま
で
は
言
わ
な
い
に

せ
よ
、
こ
れ
が
す
な
わ
ち
文
学
者
森
鷗
外
の
開
始
で
あ
っ
た
」
と
指
摘
し
た
一
方
、
論
の
中
心
が
『
独
逸
日
記
』
を
史
料
と
し
て
森
鷗
外
の
独
逸
留
学
生
活
を
考

証
す
る
に
か
た
よ
り
、
文
学
作
品
と
し
て
の
『
独
逸
日
記
』
に
つ
い
て
の
分
析
が
な
い
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
し
て
『
独
逸
日
記
』
に
つ
け
落
と
さ
れ
た
内

容
を
強
調
は
し
た
が
、『
在
徳
記
』
か
ら
浄
写
さ
れ
る
途
中
に
増
や
さ
れ
た
内
容
は
あ
ま
り
指
摘
し
な
か
っ
た
。
小
堀
桂
一
郎
『
若
き
日
の
森
鷗
外
』
東
京
大
学

出
版
会
、
一
九
六
九
年
、
二
〇
頁
。

（
32
）　

古
田
島
洋
介
注
釈
『
鷗
外
歴
史
文
学
集
』
第
十
二
巻
、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
、
二
七
九
頁
と
二
九
一
頁
。

（
33
）　

稲
垣
達
郎
編
『
日
本
か
ら
の
手
紙
』
日
本
近
代
文
学
館
、
一
九
八
三
年
、
三
頁
。

（
34
）　

稲
垣
達
郎
編
『
日
本
か
ら
の
手
紙
』
二
二
─
二
三
頁
。

（
35
）　

稲
垣
達
郎
編
『
日
本
か
ら
の
手
紙
』
一
七
頁
。

（
36
）　

稲
垣
達
郎
編
『
日
本
か
ら
の
手
紙
』
五
五
頁
と
六
四
頁
。
小
堀
桂
一
郎
は
『
若
き
日
の
森
鷗
外
』
の
中
で
指
摘
し
た
森
鷗
外
が
頻
繁
に
シ
ュ
タ
ル
ン
ベ
ル
ヒ
の

湖
畔
に
遊
ん
だ
こ
と
、
そ
し
て
『
航
西
日
記
』
に
く
ら
べ
て
『
独
逸
日
記
』
は
記
録
さ
れ
た
漢
詩
の
数
は
あ
ま
り
す
く
な
い
こ
と
に
つ
い
て
、
本
稿
で
は
漢
文
紀

行
文
の
性
格
か
ら
捉
え
直
し
て
み
た
い
。
森
鷗
外
は
三
浦
の
死
に
当
た
っ
て
草
し
た
漢
文
の
弔
辞
『
告
亡
友
三
浦
子
文
』
に
は
ド
イ
ツ
留
学
中
の
舟
遊
び
に
触
れ

な
か
っ
た
が
、
木
下
川
で
の
「
探
梅
」
を
綴
っ
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
森
鷗
外
の
文
人
趣
味
を
伺
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
小
堀
桂
一
郎
『
若
き
日
の
森
鷗
外
』、
六

八
─
六
九
頁
、
九
一
頁
、
一
〇
頁
。

（
37
）　

斉
藤
希
史
『
漢
文
脈
と
近
代
日
本
』
一
七
六
頁
。

（
38
）　

三
好
行
雄
「〈
妄
想
〉
漢
文
の
地
底
」『
森
鷗
外
・
夏
目
漱
石
』『
三
好
行
雄
著
作
集
』（
第
二
巻
）、
筑
摩
書
房
、
一
九
九
三
年
、
八
三
頁
。

（
39
）　
『
独
逸
日
記
』
に
は
井
上
哲
次
郎
の
名
前
が
頻
繁
に
出
て
い
る
。
井
上
哲
次
郎
は
森
鷗
外
の
た
め
に
『
盗
侠
行
』
を
添
削
し
た
り
、
評
語
を
書
い
た
り
し
、
ま

た
戯
れ
に
森
鷗
外
に
ゲ
ー
テ
の
『
フ
ァ
ス
ト
』
を
漢
詩
体
で
訳
す
こ
と
を
頼
ん
だ
。
森
鷗
外
は
漢
詩
体
で
『
フ
ァ
ス
ト
』
を
訳
し
な
か
っ
た
が
、
日
本
に
帰
朝
し

た
後
、
い
ち
早
く
西
洋
の
抒
情
詩
を
漢
詩
訳
し
て
『
於
面
影
』
と
い
う
詩
集
を
編
纂
し
た
。

（
40
）　
Ｊ
．
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
『
近
代　

未
完
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
三
島
憲
一
編
訳
、
岩
波
現
代
文
庫
、
二
〇
〇
〇
年
、
八
頁
。

（
41
）　

神
田
秀
夫
の
「
文
体
─
─
詩
句
と
散
文
と
の
双
在
す
る
も
の
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。
中
島
健
蔵
他
著
『
比
較
文
学
─
─
日
本
文
学
を
中
心
に
し
て
─
─
』
矢
島

書
房
、
一
九
五
三
年
。
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［表 - 一］王韜『扶桑遊記』からの例文

番号 　例　文 頁
１ 窈窕佳人慣折腰，已看裝束十分嬌，只教司茗不司酒，遣與王郎伴寂

寥。

413-414

２ 小鐵聞言意轉悲。珠喉抑塞歌聲遲。 417
３ 自買解語花外，則惟沽酒以消愁耳。 417
４ 管領鶯花十萬人，卻教盲史演遺聞，座中豈有樊川在？怕發狂言乞紫

雲。

421

５ 莫怪王郎太有情，相逢只是說流鶯，樂天老去樊川謫，尚得天涯薄幸

名。

426

６ 其欣身玉立、媚眼流波者，則阿濱也。珠喉乍囀，響遏行雲者，則阿

清也。有谷哈那者，年僅十五齡，如流鶯之出谷，作飛燕之依人，獻

媚爭妍，　並皆佳妙，固屬柳橋一時之秀。

426

７ 東來日日看花醉，身入花叢屢回顧，欲效司勳乞紫雲，不信樂天放樊

素。

429

８ 清癯綽約，善解人意者，則桃予也。豐腴秀碩而作飛燕依人者，則美

吉，若吉也，年齒尚稚而意態流逸者，則信吉也。

434

９ 美人窈窕多容光，歌聲欲遏流雲駛。 437
１０ 池上水樹扶疏，涼翠欲滴。當壚女子，媚眼流波，態度綽約。 456
１１ 弦韻咽水，歌聲遏雲，而舞影婆娑，獨在燭光迷離之下，諸君皆爲罄

無數爵。

460

１２ 小鐵，余舊好也，不見一月有餘，靦腆掩抑之態，猶復可掬。弦韻既

調，歌聲齊發，直覺飛泉為咽，行雲不流。須臾，名月一輪湧于江中，

圓如玉盤，皎若冰盆，清輝朗徹，四無纖翳，風景之妙，未有如斯者

也。不覺急呼快甚，共浮大白。

461-462

１３ 姊妹花开並擅名。風流才調果傾城。秋波無限銷魂處，媚眼天生百種

情。

467

１４ 小勝亦來，彼歌此舞，借以侑觴，諸人皆罄無算爵。歸舟涼甚，一路

電光送紫，月影隨波，殊覺快意。

477
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［表 - 二］　森鷗外『独逸日記』からの例文（一）

番号 例　文 頁
１ シユワアベ氏は美貌の少女なり。其語を聞けば、口吻丈夫に似たり。 94
２ ウユルツレルの婦妹、年十五六、秀眉紅頬の可憐児なり。 95
３ 此日英国婦人ステンフオオス氏Miss Stainforth余等の午餐夥伴に入る。

年十七八。嬌眸穠眉にして其髪深黑なり。
103

４ スネツトゲルは瘦小敏慧にして雄辯人を驚かす。ワルテル氏は紅顔豊頬
亦言語に善し。然れども眉目甚だ美ならず。バアゼル氏は寡言にして沉
靜、婉柔愛す可し。

105

５ 顧視すれば十五六の少女馬車の上に在り。紅頬碧眼、嫣然として笑ひて
曰く。君が帽甚だ美なり。請ふ児をして熟視せしめよと。余笑ひて之を
諾す。

109

６ 長崎娼婦の写影を示す。一坐其美を劇賞す。之を見るに、容貌艶麗なり
と雖、卑俗の気鼻を襲ふ。

118

７ 婦人中最も美なるはエヱルス夫人なり。漆黒の髪、雪白の膚、巨眼隆
準、尤物と称すべし。顋は微しく出でたり。然ども疵瘕と為すに足ら
ず。

120

８ 一雙の嬌眸能く落第の才子（Heinrich）を鑒識し、月桂を贈りて詩卷を
求むる処、余をして數行の淚を堕さしめたり。此夜純白の衣を着け、花
束を手にして出づ。嬌姿比なし。若し夫れヂヤコモ氏 Frl.Diacomo は紅
臉を呈し、美ならずと云ふに非ず、唯ゝ桃紅の李白に於ける観を為すの
み。

125

９ ヰイサンドは絶だ嬌小、明眸皓歯、姿態羞を帯ぶる者の如し。唱歌を善
くす。曰く。妾頃日始て「フアウスト」を読むことを許さると。

128

１０ 会散じて国民骨喜店 Café National に至る。娼婦の濃妆して客を待つ者
其数を知らず。其中或は妖艶人を動かす者なきに非ず。然れども其面貌
に一種厭ふ可き態あり。名状すべからずと雖、一見して其の娼婦たるを
知る。蓋し売笑は社会の病なり。而して此病は青楼の禁を得て除く所に
あらず。

130

１１ ホヨオブレル余と日本の風俗を談ず。其婦白皙頗美なり。此夜主婦を延
いて食卓に至り、其傍に坐す。

131

１２ 一等軍医ヱエベル、ワアルベルヒと同じく大学生連合会「バワリヤ」
Bavaria に赴く。後「コロツセウム」Colosseum に至る。倡優ありて技
を奏す。卑俗見るに足らず。

136

１３ 夜加藤余を伴ひて曲馬場に至る。ベルンハルヂイネ Bernhardine 
Nicolaisen といふ少女、技は甚だ拙けれども、年歯十五六、嬌姿人を悩
ませり。

150-
151

１４ シエツフエル Scheffel の詩 Lied der Margaretha を唱へたる女優、音調
最美、容色も人に超えたり。

173
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［表 - 三］　森鷗外『独逸日記』からの例文（二）

番号 例　文 頁

１ 明治十九年四月十八日。午前六時家を出で、汽車に上りてスタルンベル
ヒ Starnberg に 至 る。 地 ス タ ル ン ベ ル ヒ 湖 Starnbergersee oder 
Wuermsee に臨む。此より歩してアンデツクスに抵る。村を過ぐること
四五。路傍耶蘇磔柱の像多し。村民加特力教を奉ずるに因るなり。行く
こと三時間アンデツクスの丘に達す。丘湖に臨む。アムメル湖 Ammersee
と名づく。（中略）生徒等皆狂歌す。興を尽して帰る。

138

２ 明治十九年六月六日。此より先き湖上の光景を看るに、水天一碧、時に
丘陵の眼界を遮るあり。近岸の処は流光水に漾ひ、一幅の画図の如くな
り。

141

３ 明治十九年九月二日。三浦とスタルンベルヒに遊ぶ。舟を泛ぶ。 148

４ 明治十九年十月二十三日。加藤の発意にてスタルンベルヒ湖に遊ぶ。旧
酒亭をレオニイ村に訪ふ。秋色満目、墜葉路を蔽ひ、夏日の綺羅場と同
じとは思はれず。

153

５ 明治十九年十一月十三日。丹波敬三ブダペスト Budapest に往きし帰途
此に立ち寄り、此日土曜に当るを以て、余等を誘ひてレオニイに遊ぶ。
汽車のスタルンベルヒに達するや、馬車二輌を雇ひ、湖を環りてレオニ
イに至る。酒を呼びて興を尽くし、此に泊す。

154

６ 明治十九年十二月二十日。店を出でゝマクシミリヤン橋上よりイザアル
の下流を望む。稠霧枯林を鎖し、深緑の水其間を流るゝさま、一幅の画
図の若し。寒を忍びて佇立する者多時。カルヽ門 Karlsthor を過ぐ。一
少女ありて後より余を呼ぶ。顧視すれば嘗てフインステルワルデルの咖
啡店にありて日本人を品評したるアンナなり。曰く今カルヽ門骨喜店
Café　Karlsthor に在り。請ふらくは暇時来り訪へと。

157

７ コツホ師諸生を導きてストララウ Stralau に至る。水道の源を観る。余
北里、隈川等と與る。帰途ルムメルスブルヒ Rummelsburg に至る。地
小湖に枕む。景致愛す可し。一群の遊人あり。男女相半す。迷藏の戲を
為す。傍若無人。余儕呆然たり。

164

８ 明治二十年九月十七日。起ちて客窓を啓けば、城達 Schlossplatz の苑、
緑樹露を帯び、秋花香を吐く。快比なし。

171


